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今、　花ひらく小さな城下町　三春今、　花ひらく小さな城下町　三春

広報みはる
スマートフォンへ
配信中！
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判定欄で１つでも該当する項目がある方は、ヘルパー
やデイサービス等のサービスが受けられます。

（質問に当てはまれば、○をつけよう！）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

バスや電車で 1人で外出できない
日用品の買物を１人でできない
預貯金の出し入れが１人でできない
友人の家を訪ねていない
家族や友人の相談にのっていない
階段を手すりや壁をつたわらずに昇ることができない
椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がれない
15分位続けて歩くことができない
この 1年間に転んだことがある
転倒に対する不安が大きい
6ヵ月間で 2～ 3kg 以上の体重減少がある
身長　　ｃｍ　　体重　　　ｋｇ　　（注）ＢＭＩ18.5 未満
半年前に比べて固いものが食べにくくなった
お茶や汁物等でむせることがある
口の渇きが気になる
週に１回以上外出していない
昨年と比べて外出の回数が減っている
周りの人から「いつも同じ事を聞く」などの物忘れがあると言われる
自分で電話番号を調べて、電話をかけることができない
今日が何月何日かわからない時がある
（ここ 2週間）毎日の生活に充実感がない
（ここ2週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった
（ここ2週間）以前は楽にできていたことが今ではおっくうに感じられる
（ここ 2週間）自分が役に立つ人間だと思えない
（ここ 2週間）わけもなく疲れたような感じがする

質　問　項　目 判　定

6～10の
項目で○が
3個以上

13～14の
項目で○が
2個以上

18～20の
項目で○が
1個以上

1～20の
項目で○が
10個以上

21～25の
項目で○が
2個以上

11と12
どちらも該当

16が○

回 答

社
会
参
加

運
動
器

物
忘
れ

こ
こ
ろ

（注）ＢＭＩ＝体重（Kｇ）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）が１８．５未満の場合に『該当』とする

まずは三春町地域包括支援センターにご相談ください
専門職（主任介護支援専門員・保健師・社会福祉士等）が皆さまのご相談にのります。

住所：三春町字南町１番地　三春町福祉会館内　　☎62-8586

栄
養

口
腔

閉
じ
こ
も
り
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～専門家の指導の下で集中的にリハビリをして、自信をもった生活を取り戻しませんか？～

短期集中リハビリトレーニングが始まりました !!
1 人 1 人に応じた生活動作（階段の上り下り等）の改善を目的として、一定の基準を満たす方を
対象に週１回、約３ヵ月の短期間で行うサービスのことです。

・以前と比べて足腰が弱ってきた　・つまずきやすくなった、最近転ぶことが多くなった
・歩くのが遅くなった　・体重が明らかに減った　等

体の負担が少ない運動です。普段使わ
ない筋肉を鍛えます。

・家でできる運動も教わったので、運動習慣が身につき、足腰がしっかりしてきた。
・マシントレーニングや体操をすることで、階段の上り下りが楽になった。
・体が軽くなって動けるようになったので、温泉に行けるようになった。
・初めは足腰が痛く、思うように動けなかったが、ここに来て動けるようになった。

○対 象 者　三春町在住の６５歳以上の方で
　　　　　　事業対象者（チェックリスト該当者）
○実施場所　三春町通所介護事業所（福祉会館内）
○営業時間　毎週月・土曜日　１０時～１２時３０分
○料　　金　１，０００円
　　　　　　（利用料 500 円＋食事代 500 円）
○定　　員　月曜日：２０名　土曜日：２０名

温めたりマッサージをすることで、
痛みやむくみを解消します。

看護師により定期的に口の中のチェックを
行い、口腔ケアのアドバイスをします。

右のページのチェックリストで
対象者かどうか確認しよう！

Ｑ．短期集中リハビリトレーニングとは・・・

Ｑ．どんな人が利用したほうがいいの・・・

Ｑ．どんなことをするの・・・
【マシンによる機能訓練】

【利用者の声】

【ご案内】

【温める、マッサージ】

【口腔ケア】

温熱治療器 エアマッサージ器

➡
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自宅でできる運動を紹介します！（第 3回）

①両手を肩幅ほどに開き、
　壁に垂直につけます。
　足は肩幅よりも少し狭く
　します。

②軽く前傾気味につま
　先立ちになり、限界の
　高さまでしっかりと
　上げ、１秒ほど体勢を
　保ちます。
　その後、ゆっくりと体
　を①に戻します。

①両足を肩幅より拳
　一つ分ほど大きく
　開き、つま先を外
　側に向けます。

②背筋を曲げないよ
　うに太ももが地面
　と平行になる位ま
　でゆっくりと腰を
　沈めます。

③腰を沈めたらゆっ
　くりと①の体勢に
　戻ります。

①足は肩幅に開き上半
　身は胸を張り背筋を
　伸ばします。

②片足を横に大股一歩
　踏み出し、膝が９０
　度になる位まで腰を
　沈めます。

③踏み出した足のかか
　とで床を蹴るように
　①の体勢に戻ります。

目標：３０回（できる範囲で）

▼問　生涯学習課　社会体育グループ　☎６２－３８３７

　健康な体づくりのためには、運動、バランスの良い食事、休養が大切です。
　運動前には準備運動を行い、動きやすい服装で運動しましょう。
　体調が悪い時や筋肉痛の時は休むなど、無理せず自分のペースで行いましょう。
　運動後は体を冷やさないようにし、しっかりと休養をとりましょう。

目標：２０回 目標：２０回

町ホームページにて
動画で紹介中です！
詳しくはこちらから

つま先立ち

ワイドスクワット サイドランジ

　今回紹介する運動はふくらはぎとおしり周りの運動です。
　ふくらはぎの筋肉は、足に巡った血液が心臓に戻ることを助けます。
　つまり、心臓への負担軽減や足のむくみ対策に必要な筋肉です。
　また、おしり周りの筋肉を鍛えることによって、基礎代謝の向上や
　引き締まったヒップラインやウエストを作ることができます。
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　町では、岩本住宅団地の分譲と定期借地及び四合田住宅団地の分譲を実施しております。 
　各分譲地の概要は次のとおりです。

▼問　企業局　水道・宅造グループ　☎ 62-2500 

　令和３年度町職員採用候補者試験（高校卒程度）を下表により行います。受験を希望される方（身体障害者手帳
の交付を受けている方を含みます。）は、町役場備え付けの申込書により期日までお申し込みください。
　申込書は、町のホームページ（http://www.town.miharu.fukushima.jp/）からもダウンロードできます。
　※詳細は、ホームページ又は、役場総務課備え付けの受験案内をご覧ください。

▼問・申　総務課庶務グループ（☎62-2111）

5

三春町分譲地のご案内

令和３年度町職員募集（高校卒程度）

分譲地名
四合田住宅団地の分譲価格

地　積

分譲価格 ㎡単価

四合田住宅団地
（９区画）

3,666千円～
4,757千円 15,150円

約242㎡（約73坪）～
約314㎡（約95坪）

岩本住宅団地概要　
所 在 地　福島県田村郡三春町大字下舞木（しももうぎ）
　　　　　字岩本（いわもと）地内
分譲区画　５区画
※岩本住宅団地には各奨励金等制度があります。

四合田住宅団地概要　
所 在 地　福島県田村郡三春町大字平沢字谷戸（やと）
　　　　　地内
分譲区画　９区画

職 種 高校卒程度
若　干　名

昭和50年4月2日から平成15年4月1日ま
でに生まれた者。（学歴不問）（ただし、大学
を卒業した者又は令和3年3月までに大学を
卒業する見込みの者を除く）

令和２年８月１４日（金）まで
郵送の場合は、８月１２日（水）までの消印の
あるものに限ります。

試験内容：教養試験、性格特性検査、
　　　　 職場適応性検査
そ の 他：福島県町村会の統一試験に
　　　　 より実施します。
試 験 日：令和２年１１月下旬頃（日程につ
　　　　 いては、第１次試験合格通知の際、
　　　　 お知らせします。）
試験会場：三春町役場
試験内容：小論文、面接等

試 験 日：令和２年９月２０日（日）
試験会場：小野町多目的研修集会施設
（田村郡小野町大字小野新町字中通２番地）

受 験 資 格

受 付 期 間

第１次試験

第２次試験

採用予定人員

分譲地名
岩本住宅団地の分譲価格

岩本住宅団地の借地料

地　積

分譲価格 ㎡単価
岩本住宅団地（５区画）

9,138千円～12,418千円 25,443円～28,799円

約341㎡（約103坪）～約431㎡（約130坪）

地　積

賃貸借料 保証金
岩本住宅団地（５区画）

月額12,000円～月額15,300円 100万円
期　間
50年

期間満了時に更地にして返還

約341㎡（約103坪）～約431㎡（約130坪）

㉑
㉒

⑳ ⑲ ⑱ 済 済 済

済

済
済

済 済 済 済

済 済
済
済

済

済 済
済

済

済
済済

済

済
済
済
済
済

済
済
済
済

済

公　園

調整池

調整池

N
N

①③⑥⑨

㉑

⑩⑫⑭
⑰ ⑱

㉓

㉖
㉘ ㉙

公 園

済

済
済 済
済済

済

済

済 済
済

済

済済済済 モデル

モデル

モデル

モデル モデル
モデル

…モデル住宅建設予定地

…購入申し込み済み区画（令和2年7月1日現在）
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令和２年度後期高齢者医療保険料について
令和２年度・令和３年度の保険料について
　後期高齢者医療制度では、福島県内の今後見込まれる医療給付費に見合う保険料収入を確保し、健全な財政運
営を維持するため、２年ごとに保険料率の見直しを行っています。令和２年度の保険料は８月中旬に送付します
ので、ご確認ください。

１　保険料の計算方法
　  年間保険料＝　　　　　　　　＋
◆後期高齢者医療保険料の計算に用いる所得は、前年の総所得金額、山林所得、土地・建物・株式等の譲渡所得（特別控除後の額）
　の合計です。（以下「総所得金額等」といいます。）なお、雑損失の繰越控除額は控除されません。
◆年度の途中で資格取得した場合は、月割りで計算されます。
◆賦課限度額は、年間 64万円です。限度額以上の保険料はかかりません。

２　保険料の軽減
　４月１日を基準日とした世帯状況や被保険者の収入等に応じた軽減措置があります。該当する方は「保険料額決定通知書」
に軽減額等が記載されていますのでご確認ください。
※法改正に伴い保険料の軽減措置が次のように改正されました。また、軽減判定に用いる所得では、総所得金額等のうち青色申告
　者に係る専従者控除や譲渡所得の特別控除は適用いたしませんが、年金所得からはさらに15万円を控除した額を用います。

（１）均等割額の軽減

　　 ※上記①の方は、令和３年度以降は 7割軽減となります。

（２）被用者保険の被扶養者に対する軽減

　　 ※健康保険組合等から提供される情報に基づき、被扶養者であった方と確認ができた後に、軽減が決定され、
　　 　変更通知書が送付されます。

▼問　後期高齢者医療保険料について　税務課　課税グループ　　　　☎ 62-8127　FAX 62-5155
　　　後期高齢者医療給付について　保健福祉課　国保医療グループ　☎ 62-5110　FAX 62-0202

均等割額
43,300円

所得割額
（令和元年中の所得ー基礎控除33万円）× 8.23％

軽　減　区　分
① 被保険者と世帯主の総所得金額等の合計が33万円以下

被保険者と世帯主の総所得金額等の合計が33万円以下で、
被保険者全員が、年金収入80万円以下（その他の所得なし）

７.７５割軽減※
（前年８．５割）
７割軽減
（前年８割）

５割軽減

９，７００円

１２，９００円

２１，６００円

３４，６００円２割軽減

保険者と世帯主の総所得金額等の合計が
「33万円＋28.5万円×被保険者数」以下（※前年28万円）
保険者と世帯主の総所得金額等の合計が
「33万円＋52万円×被保険者数」以下（※前年51万円）

②

③

④

軽減割合 軽減後の均等割額

軽　減　区　分 均等割の軽減割合
後期高齢者医療制度に加入する直前まで、「会社の健康保険や
共済組合（国保、国保組合は除く）の被扶養者」であった方

５割軽減
（資格取得後2年間に限ります）
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〇
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時　
（
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初
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和
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年
９
月
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土
）

　
　
　
　
（
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更
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和
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年
４
月
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日（
日
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に
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～災害に備えましょう～
避難と行動の準備マニュアル（車中避難編）
　町では、日頃から災害に備え準備いただくために「避難と行動の
準備マニュアル」を作成し、７月の広報配布に合わせて配布してい
ます。詳しくは町ホームページでご確認ください。
■ 車中避難とは
　新型コロナウイルス感染症対策として、避難所の密集を避けるための分
散避難のひとつに車中避難があります。車中避難をする場合の受付手順や
注意点は次のとおりです。
▼ 車中避難の方法
　 １　車中避難を行う場合の避難先（駐車場）は、広域指定避難所の駐車
　　　 場となります。
　 ２　広域指定避難所に着いたら、避難所の受付で車中避難する旨を申し
　　　 出てください。
　 ３　車中避難に必要な情報や物資は避難所から提供・支給します。
　 ４　自宅等に戻る場合は、受付で退去する旨を申し出てください。
▼ 車中避難の注意点
　 〇 車中避難は窮屈な姿勢で血管内に血栓ができ呼吸困難などを伴う
　 　 エコノミー症候群などの恐れもあるため、避難所内が密集していない
　　  場合は、避難所に避難しましょう。
　 〇 自宅等から避難所まで自動車での移動中に洪水に巻き込まれないルー
　　 トを検討しておく必要があります。

▼問　総務課　自治防災グループ　☎ 62-1114 
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。

　
　

⑶　

主
た
る
生
計
維
持
者
の
収
入
減
少

　
　
　
　

が
見
込
ま
れ
る
種
類
の
所
得

　
　
　
　

以
外
の
令
和
元
年
の
所
得
の
合

　
　
　
　

計
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
あ

　
　
　
　

る
こ
と
。

●
減
免
の
内
容

　

対
象
者
①
に
該
当
す
る
場
合

　
　

保
険
料
の
全
額
を
免
除

　

対
象
者
②
に
該
当
す
る
場
合

　
　

保
険
料
の
一
部
を
減
額

　

一
部
減
免
額
＝
保
険
料
額
×
世
帯
の
主

た
る
生
計
維
持
者
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る

収
入
に
係
る
令
和
元
年
の
所
得
金
額
÷
世

帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者
及
び
被
保
険
者

の
令
和
元
年
の
所
得
の
合
計
額
×
主
た
る

生
計
維
持
者
の
令
和
元
年
の
所
得
の
合
計

額
に
応
じ
た
割
合

　

減
免
申
請
書
は
、
町
税
務
課
で
受
付
し
、

福
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
審

査
決
定
を
行
い
ま
す
。

▼
問

　

税
務
課　

課
税
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
８
１
２
７

　

℻
62
‐
５
１
５
５

　

福
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

☎
０
２
４
‐
５
６
３
‐
３
３
１
０

　

℻
０
２
４
‐
５
２
１
‐
０
２
５
４

●
対
象
者

　

次
の
条
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
被
保

険
者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

①　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

　
　
　

感
染
に
よ
り
、
主
た
る
生
計
維
持

　
　
　

者
が
死
亡
し
、
又
は
重
篤
な
傷
病

　
　
　

を
負
っ
た
世
帯
の
方

　

②　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

　
　
　

感
染
や
ま
ん
延
防
止
の
た
め
の
措

　
　
　

置
の
影
響
に
よ
り
、
属
す
る
世
帯

　
　
　

の
主
た
る
生
計
維
持
者
の
収
入
減

　
　
　

少
が
見
込
ま
れ
る
世
帯
の
方
で
、
次

　
　
　

の
全
て
に
該
当
す
る
方

　
　

⑴　

主
た
る
生
計
維
持
者
の
事
業
収

　
　
　
　

入
、
不
動
産
収
入
、
山
林
収
入

　
　
　
　

又
は
給
与
収
入
で
、
収
入
の
種

　
　
　
　

類
ご
と
に
見
た
令
和
２
年
の
収

　
　
　
　

入
の
い
ず
れ
か
が
、
令
和
元
年

　
　
　
　

に
比
べ
て
30
％
以
上
減
少
す
る

　
　
　
　

見
込
み
で
あ
る
こ
と
。

　
　

⑵　

主
た
る
生
計
維
持
者
の
令
和
元

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
等
に
係
る
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
や
そ
の
ま
ん
延
防
止
の
た
め
の
措

置
の
影
響
に
よ
り
、
主
た
る
生
計
維

持
者
の
事
業
等
に
係
る
収
入
に
相
当

の
減
少
が
あ
る
世
帯
に
属
す
る
被
保

険
者
の
方
は
、
保
険
料
の
減
免
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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基
本
給
付

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
ひ
と
り

　
親
世
帯
等
の
方
へ
の
給
付
（
※
１
）

◆
給
付
金
の
対
象
と
な
る
方

　
　

以
下
、
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当

　

す
る
方

　

①
令
和
２
年
６
月
分
の
児
童
扶
養
手
当

　
　
が
支
給
さ
れ
る
方

　

②
公
的
年
金
等
（
※
２
）
を
受
給
し
て

　
　

お
り
、
令
和
２
年
６
月
分
の
児
童
扶

　
　
養
手
当
の
支
給
が
全
額
停
止
さ
れ
る

　
　
方
（
※
３
）

　

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

　
　

響
を
受
け
て
家
計
が
急
変
す
る
な

　
　

ど
、
収
入
が
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

　
　
し
て
い
る
方
と
同
水
準
と
な
っ
て
い

　
　
る
方

　
　

※
１ 
児
童
扶
養
手
当
法
に
定
め
る

　
　
　
　

 

「
養
育
者
」
の
方
も
対
象
と
な

　
　
　
　

 

り
ま
す
。

　
　

※
２ 

遺
族
年
金
、
障
害
年
金
、
老
齢

　
　
　
　

 

年
金
、
労
災
年
金
、
遺
族
補
償

　
　
　
　

 

な
ど

　
　

※
３ 

既
に
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格

　
　
　
　

 

者
と
し
て
の
認
定
を
受
け
て
い

　
　
　
　

 

る
方
で
な
く
、
児
童
扶
養
手
当

　
　
　
　

 

の
申
請
を
し
て
い
れ
ば
、
令
和

　
　
　
　

 

２
年
６
月
分
の
児
童
扶
養
手
当

　
　
　
　

 

の
支
給
が
全
額
又
は
一
部
停
止

　
　
　
　

 

さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
方
も
対

　
　
　
　

 

象
と
な
り
ま
す
。

◆
給
付
額

　
　

１
世
帯
５
万
円
、
第
２
子
以
降
１
人

　

に
つ
き
３
万
円

　

児
童
扶
養
手
当
と
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費

の
助
成
を
受
け
て
い
る
方
は
、
８
月
中
に
現

況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
届
は
、
受
給
者
の
所
得
状
況
や
児
童

の
養
育
状
況
な
ど
受
給
資
格
を
満
た
し
て
い

る
か
を
確
認
す
る
も
の
で
す
。

　

提
出
が
な
い
場
合
は
、
11
月
以
降
の
手
当

や
医
療
費
の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
対
象
と
な
る
方
に
は
、
提
出
の
案

内
を
個
別
に
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
内
容
・

必
要
書
類
な
ど
を
確
認
の
う
え
、
忘
れ
ず
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
子
育
て

　
　
　
　
　
　

支
援
課

▼
提
出
期
限　
８
月
31
日
（
月
）

▼
問

　

子
育
て
支
援
課　

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
０
０
５
５

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
子
育
て
と
仕
事
を
１
人
で
担
う

ひ
と
り
親
世
帯
に
大
き
な
困
難
が
生
じ
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
う
し
た
世
帯
の

子
育
て
負
担
の
増
加
や
収
入
の
減
少
に
対

す
る
支
援
を
行
う
た
め
臨
時
特
別
給
付
金

を
支
給
し
ま
す
。

　

こ
の
給
付
金
の
支
給
に
は
「
基
本
給
付
」

と
「
追
加
給
付
」
が
あ
り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の

提
出
、
ひ
と
り
親
家
庭
医

療
費
受
給
資
格
の
更
新
手

続
き
を
忘
れ
ず
に

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別

給
付
金
の
お
知
ら
せ

追
加
給
付

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

　
を
受
け
て
家
計
が
急
変
し
、
収
入
が
減

　
少
し
て
い
る
方
へ
の
給
付

◆
給
付
金
の
対
象
と
な
る
方

　
　

上
記
、
基
本
給
付
対
象
の
①
ま
た
は

　

②
に
該
当
す
る
方
の
う
ち
、
新
型
コ
ロ

　

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て

　

家
計
が
急
変
し
、
収
入
が
減
少
し
た
方

◆
給
付
額

　

１
世
帯
５
万
円

給
付
金
の
支
給
手
続
き

◆
基
本
給
付
の
①
に
該
当
す
る
方

　
　

基
本
給
付
は
申
請
不
要
で
す
。
８
月
末

　
頃
に
令
和
２
年
６
月
分
の
児
童
扶
養
手

　

当
を
支
給
し
て
い
る
口
座
に
振
り
込
み

　

ま
す
。

　
　

追
加
給
付
は
申
請
が
必
要
で
す
。
定
例

　

の
現
況
確
認
時
な
ど
に
あ
わ
せ
て
、
収

　

入
が
減
少
し
て
い
る
旨
の
申
請
を
簡
易

　

な
方
法
で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
申

　

請
内
容
を
確
認
し
、
可
能
な
限
り
速
や

　

か
に
給
付
金
を
振
り
込
み
ま
す
。

◆
そ
れ
以
外
の
方
（
基
本
給
付
の
②
③
に

　
該
当
す
る
方
）

　
　

基
本
給
付
、
追
加
給
付
（
基
本
給
付

　
の
②
に
該
当
す
る
方
）
と
も
に
申
請
が

　
必
要
で
す
。

　
　

申
請
書
を
記
入
し
て
必
要
書
類
と
と

　

も
に
窓
口
へ
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要

　

が
あ
り
ま
す
。
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方

　

に
つ
き
ま
し
て
は
、
下
記
ま
で
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

申
請
し
て
い
た
だ
き
、
給
付
金
の
支

　

給
要
件
に
該
当
す
る
方
に
対
し
て
、
申
請

　

内
容
を
確
認
し
て
指
定
口
座
に
可
能
な

　

限
り
速
や
か
に
給
付
金
を
振
り
込
み
ま

　

す
。

◆
厚
生
労
働
省　
問
合
せ
先

　
「
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
」

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
２
０
‐
４
０
０
‐
９
０
３

　
（
受
付
時
間　

平
日
９
時
〜
18
時
）

▼
問

　

子
育
て
支
援
課　

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
０
０
５
５

　

℻
62
‐
３
２
３
２

　

申
請
書
の
提
出
期
限
は
８
月
19
日
（
水
）

（
当
日
消
印
有
効
）
で
す
。

　

申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
給
付
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

早
め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問

　

住
民
課　

住
民
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
８
１
２
６

　

７
月
か
ら
指
定
医
療
機
関
で
の
施
設
け

ん
し
ん
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
希
望
の
医
療

機
関
に
予
約
を
と
り
、
ご
都
合
の
よ
い
日

に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
け
ん
し
ん
に
よ
っ

て
、
実
施
期
間
が
違
い
ま
す
の
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

な
お
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

状
況
に
よ
り
、
実
施
期
間
が
変
更
に
な
る

施
設
け
ん
し
ん
が
始
ま
り

ま
し
た

特
別
定
額
給
付
金
の
申
請

は
お
済
み
で
す
か
？
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25
％
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
が

も
ら
え
る
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の

申
し
込
み
が
出
来
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
し
込
み
に
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
と
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
の
予
約
が
必
要
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方

に
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
予
約
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
数
字
４
桁
の
暗
証

番
号
が
必
要
と
な
り
ま
す
）。

▼
日
時

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

ま
で
（
土
日
、
祝
祭
日
等
を
除
く
）

※
水
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で

▼
場
所

　

三
春
町
役
場　

１
階
住
民
課
住
民
グ
ル
ー

プ
、
２
階
総
務
課
文
書
情
報
グ
ル
ー
プ

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
込
手
続
に

際
し
て
は
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
対

応
し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス

を
１
つ
選
択
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
際
に
、
各
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
事
業

者
が
指
定
す
る
決
済
サ
ー
ビ
ス
Ｉ
Ｄ
及
び

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
コ
ー
ド
の
入
力
が
必
要
と

な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
問

　

住
民
課　

住
民
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
８
１
２
６

　

総
務
課　

文
書
情
報
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
８
１
２
５

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

※
集
団
で
の
検
診
を
受
診
さ
れ
た
方
、
こ

　

れ
か
ら
受
診
す
る
予
定
の
方
は
受
診
で

　

き
ま
せ
ん
。

　
　
総
合
集
団
け
ん
し
ん
は
11
月
に
実
施

　
予
定
で
す
。
施
設
で
の
早
め
の
け
ん
し

　
ん
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

総
合
集
団
け
ん
し
ん
に
つ
い
て
は
詳
細

が
決
ま
り
次
第
、
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

受
診
券
等
必
要
な
書
類
の
な
い
方
は
保

健
セ
ン
タ
ー
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
施
設

特
定
健
診
、
が
ん
検
診
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、「
三
春
町
成
人
け
ん
し
ん
ガ
イ
ド
」
※

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
「
三
春
町
成
人
け
ん
し
ん
ガ
イ
ド
」

に
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
実
施
期
間
は
変

更
さ
れ
て
い
ま
す
。

特定健診

けんしんの種類 実施期間 対象者 受診に必要な物

肺がん・
大腸がん検診
胃がん検診

胃がんリスク検診

乳がん検診

子宮がん検診

40歳以上75歳未満で
国民健康保険に加入
している方

40歳以上で偶数年齢
の方
昨年度未受診の方
20歳以上で偶数年齢
の方
昨年度未受診の方

40歳以上の方

20歳～79歳の方

50歳以上
偶数年齢の方

総合検診受診録
特定健診受診券
保険証・自己負担金
総合健診受診録
保険証・自己負担金
受診録・保険証
自己負担金
受診券・保険証
自己負担金
受診券・保険証
自己負担金

受診券・保険証
自己負担金

7月13日～
令和3年1月30日
7月13日～

令和3年1月30日
日程調整中
7月13日～

令和3年1月30日
6月1日～

令和3年2月26日

7月20日～
令和3年2月26日

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
し

込
み
に
つ
い
て

　

※
４
月
初
期
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
封
筒
で

　
　

郵
送
し
て
あ
り
ま
す
。

▼
問

　

保
健
福
祉
課　

地
域
ケ
ア
推
進
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
５
１
１
０

　

８
月
21
日
の
「
福
島
県
民
の
日
」
を
記

念
し
て
、
町
生
涯
学
習
施
設
を
次
の
と
お

り
無
料
開
放
し
ま
す
。

□
施
設　
三
春
町
運
動
公
園
（
町
民
体
育

　

館
、
町
営
運
動
場
、
町
営
野
球
場
、
町

　

営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
町
営
プ
ー
ル
）、
三

　

春
町
民
第
２
体
育
館

　

※
町
民
第
２
体
育
館
使
用
は
事
前
予
約

　
　

制
と
な
り
ま
す
。

■
無
料
開
放
日　
８
月
９
日
（
日
）

■
開
館
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

□
施
設　
三
春
町
歴
史
民
俗
資
料
館
、

　

三
春
郷
土
人
形
館

■
無
料
開
放
日　
８
月
16
日
（
日
）

■
開
館
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

■
そ
の
他　
資
料
館
で
は
夏
の
体
験
講
座

　

ま
が
玉
づ
く
り
開
催
中
で
す
。（
事
前

　

予
約
制
）

　

ま
が
玉
セ
ッ
ト
は
１
個
２
０
０
円
の
費

　

用
が
か
か
り
ま
す
。

▼
問

　

生
涯
学
習
課　

社
会
体
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
３
８
３
７

　

町
民
体
育
館

　

☎
62
‐
６
２
１
２

　

歴
史
民
俗
資
料
館

　

☎
62
‐
５
２
６
３

　

バ
ス
の
車
内
事
故
は
バ
ス
事
故
全
体
の

約
３
割
を
占
め
て
お
り
、
特
に
65
歳
以
上

の
高
齢
者
が
負
傷
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
ま
す
。

　

バ
ス
に
乗
る
際
は
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

○
バ
ス
を
降
り
る
と
き
は
、
バ
ス
が
停
留

　

所
に
着
い
て
扉
が
開
い
て
か
ら
席
を
立

　

ち
ま
し
ょ
う
。

○
満
席
に
よ
り
や
む
を
得
ず
立
っ
て
乗
車

　

す
る
場
合
は
、
吊
革
や
握
り
棒
に
し
っ

　

か
り
つ
か
ま
っ
て
乗
り
ま
し
ょ
う
。

▼
問

　

企
画
政
策
課　

企
画
政
策
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
１
１
２
２

　

三
春
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
始

め
ま
し
た
。

　

町
の
様
々
な
情
報
を
配
信
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
友
だ
ち
登
録
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

〇
ア
カ
ウ
ン
ト
名　
三
春
町

　
〇
ID　

@
m
iharutown

▼
問

　

産
業
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
３
９
６
０

　

℻
62
‐
３
３
０
０

バ
ス
車
内
の
事
故
に
注
意

し
ま
し
ょ
う

「
三
春
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」

を
始
め
ま
し
た

「
福
島
県
民
の
日
」

生
涯
学
習
施
設
無
料
開
放
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昭
和
23
年
７
月
１
日
〜
昭
和
63
年
１
月

27
日
の
間
、
満
７
歳
に
な
る
ま
で
に
、
集

団
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
方
で

以
下
の
４
つ
の
条
件
を
満
た
す
方
は
、
一

定
の
手
続
き
に
よ
っ
て
、
給
付
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
持
続
感
染
し
て

　

い
る
方

②
満
７
歳
に
な
る
ま
で
に
集
団
予
防
接
種

　

を
受
け
た
方

③
昭
和
23
年
７
月
１
日
〜
昭
和
63
年
１
月

　

27
日
の
間
に
、
集
団
予
防
接
種
を
受
け

　

た
方

④
集
団
予
防
接
種
以
外
の
感
染
原
因
（
母

　

子
感
染
・
輸
血
）
が
な
い
方

※
給
付
金
対
象
者
か
ら
母
子
（
父
子
）
感

　

染
し
て
い
る
方
や
、
給
付
金
対
象
者
の

　

相
続
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
感
染
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
調
べ
る
た

　

め
に
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け

　

ま
し
ょ
う
。

弁
護
士
に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎

特
措
法
無
料
電
話
相
談
会
・

無
料
相
談
会
に
つ
い
て

▼
問

　

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
事
務
所

　

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
弁
護
団

　

代
表　

弁
護
士　

足
立
定
夫

　
（
新
潟
県
弁
護
士
会
所
属
）

　

〒
９
５
１
‐
８
０
６
２

　

新
潟
市
中
央
区
西
堀
前
通
１
番
町

　

７
０
３
番
地　

西
堀
一
番
町
ビ
ル

　

６
０
１
号

　

☎
０
２
５
‐
２
２
３
‐
１
１
３
０

　

℻
０
２
５
‐
３
７
８
‐
１
６
６
２

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
延
期
し
て
い
ま
し
た
狂
犬
病
予
防

注
射
（
集
合
注
射
）
を
、
９
月
の
１
週
目
・

２
週
目
に
実
施
し
ま
す
。
ど
の
会
場
で
も

自
由
に
予
防
注
射
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
狂
犬
病
を
予
防
す
る
た
め
、
予
防

注
射
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
実
施
時
間
及
び
注
射
料
が
変
更

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

◆
登
録
済
み
の
方

　

・
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）
を
送
付
し
ま
す

　
　

の
で
、
当
日
忘
れ
ず
に
ご
持
参
く
だ

　
　

さ
い
。

　

・
料
金　

３
、２
５
０
円

　
　
〔
内
訳　

注
射
料
２
、７
０
０
円
、

　
　

  

注
射
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円
〕

日　　時 会　　場

８月２２日（土） 郡山市労働福祉会館　第１・２会議室

受付時間

午後1時30分～午後4時

日　　時

９月５日（土） 全国B型肝炎訴訟新潟事務所
【相談料無料】通話料はかかります　☎０２５－２２３－１１３０

受付時間

午前10時～午前12時

会　　場

無料相談会
（特措法に基づく救済や手続きの内容、弁護団への依頼の方法等を弁護士がわかりやすくご説明します。）

電話相談会
（集団予防接種による B型肝炎患者に対する給付金支給特別措置法及び認定手続きについて）

狂
犬
病
予
防
注
射
（
集
合

注
射
）
の
お
知
ら
せ

◆
登
録
を
し
て
い
な
い
方

　

・
集
合
注
射
会
場
で
登
録
が
で
き
ま
す

　
　

が
、
混
み
具
合
に
よ
り
少
し
お
待
ち

　
　

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

・
料
金　

６
、２
５
０
円

　
　
〔
内
訳　

登
録
手
数
料
３
、０
０
０
円
、

　
　

 

注
射
料
２
、７
０
０
円
、
注
射
済
票

　
　

 

交
付
手
数
料
５
５
０
円
〕

◆
注
意
事
項

　

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

　
　

止
の
た
め
、
来
場
す
る
際
に
は
マ
ス

　
　

ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

・
ふ
ん
の
後
始
末
が
で
き
る
よ
う
、
シ
ャ

　
　

ベ
ル
、
袋
等
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
次
に
該
当
す
る
場
合
、
注
射
が
打
て

　
　

ま
せ
ん
。

　
　
（
１
）
重
い
病
気
に
か
か
っ
て
い
る

　
　
　
　

  

こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
。

　
　
（
２
）
過
去
に
予
防
接
種
等
に
よ
り

　
　
　
　

  

異
常
を
お
こ
し
た
も
の
。

　
　
（
３
）
犬
を
お
さ
え
ら
れ
な
い
時
。

◆
そ
の
他

　

・
犬
の
健
康
状
態
に
不
安
の
あ
る
場
合

　
　

は
、
先
生
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
会
場
に
は
必
ず
犬
を
制
御
で
き
る
人

　
　

が
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

　

・
な
お
、
今
回
の
集
合
注
射
で
予
防
注

　
　

射
を
受
け
な
か
っ
た
場
合
は
、
動
物

　
　

病
院
で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　

犬
の
登
録
及
び
注
射
済
票
の
交
付

　
　

は
、
役
場
住
民
課
窓
口
の
ほ
か
「
さ

　
　

く
ら
動
物
病
院
」
で
も
行
っ
て
お
り

　
　

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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第2次三春町地球温暖化対策実行計画における
令和元年度の取組結果を公表します

　町では、「第 2次三春町地球温暖化対策実行計画」を策定し、事務事業に伴って排出される温室効果ガスの削減
に取り組んでいます。令和元年度の取組結果についてお知らせします。

○計画期間：平成 28年度から令和 2年度までの 5年間

○対象とする温室効果ガス：電気、ガソリン、灯油、軽油、Ａ重油、ＬＰガスの使用により発生する二酸化炭素（CO ₂）

○対象となる事務事業の範囲：町が行うすべての事務事業（町のすべての組織及び施設）

○計画目標：平成 26年度を基準として、5年間で CO ₂排出量を 5％以上削減する。
　・基準年度の CO ₂排出量　5,259,236.39kg-CO ₂
　・CO ₂削減量目標値　52,592.40kg-CO ₂（基準年度排出量の 1％）× 5年間＝ 262,962.00kg-CO ₂

○取組結果
　　令和元年度の三春町の事務事業に伴って排出された、温室効果ガス（二酸化炭素：CO ₂）の排出量
　は 4,532,669.76kg-CO ₂で、基準年度比（平成 26年度）で 13.82％削減できました。
※温室効果ガス排出量は、各エネルギー使用量の政令に基づく排出係数を乗じて算定しますが、電力の排出係数
　は、火力発電所の稼働率などによって毎年変動します。また、電力会社ごとに電源構成の比率が違うため、電力
　会社間でも排出係数は異なります。

○三春町地域まるごと省エネ計画について
　　町民、事業者、町の三者が協力・連携して、地域ぐるみで省エネルギーの取組みを推進するため、「三春町地
　域まるごと省エネ計画」を策定しております。この計画は地球温暖化対策の推進に関する法律に基づく地方公共
　団体実行計画（区域施策編）を兼ねるものです。
　　詳しくは、町ホームページをご覧いただくか、問い合わせ先までお問い合わせください。

▼問　住民課　生活環境グループ　☎ 62-2147

狂
犬
病
予
防
注
射
日
程
表

▼
問

　

住
民
課　

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
４
７   

期　日 時　間 場　　　所
8：40～ 9：10
9：25～10：15
10：30～10：50
11：00～11：20
8：40～ 9：10
9：20～10：00
10：10～10：40
10：50～11：10
8：40～ 9：20
9：40～10：10
10：20～10：50
11：05～11：35
8：40～ 9：30
9：45～10：30
10：40～11：40

南成田集会所
沢石会館
要田地区交流館大平荘
駅前集会所
山田集会所
岩江地区防災コミュニティセンター前
下舞木集会所
下舞木南部集会所
ＪＡ福島さくら御木沢センター
中郷地区交流館
蛇石集会所
中妻地区公民館
貝山集会所
八島台集会所
三春町役場（さわやかトイレ前）

９月５日（土）

９月６日（日）

９月12日（土）

９月13日（日）

○令和元年度のエネルギー使用量 ○令和元年度の温室効果ガス（CO₂）排出量
基準年度

（平成26年度） 令和元年度種別

電力
ガソリン
灯油
軽油
Ａ重油
ＬＰガス

7,163,619.00
77,361.04
113,367.95
45,162.39
38,000.00
162,515.72

kwh
ℓ　
ℓ　
ℓ　
ℓ　
kg 

6,884,791.00
61,474.81
89,856.63
57,796.91
49,000.00
96,846.09

-3.89%
-20.54%
-20.74%
27.98%
28.95%
-40.41%

kwh
ℓ　
ℓ　
ℓ　
ℓ　
kg 

基準年度比
増減

基準年度
（平成26年度） 令和元年度種別

電力
ガソリン
灯油
軽油
Ａ重油
ＬＰガス
合計

4,090,426.45 kg-CO₂
179,477.61 kg-CO₂
282,286.20 kg-CO₂
116,518.97 kg-CO₂
102,980.00 kg-CO₂
487,547.16 kg-CO₂

5,259,236.39 kg-CO₂

3,593,860.90 kg-CO₂
142,621.56 kg-CO₂
223,743.01 kg-CO₂
149,116.03 kg-CO₂
132,790.00 kg-CO₂
290,538.26 kg-CO₂
4,532,669.76 kg-CO₂

-12.14%
-20.54%
-20.74%
27.98%
28.95%
-40.41%
-13.82%

基準年度比
増減
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　認知症の方やそのご家族の交流の場です。お茶を飲みながら楽しくお話ししましょう。
▶ 開催日時　◆8月 6日（木）午前10時～11時 30分　　◆9月 3日（木）午前10時～11時 30分
▶ 場　　所　三春町保健センター　１階機能訓練室　 ➡開催場所が左記に変更となっております
▶ 内　　容　身体を動かしながら脳を鍛える簡単なストレッチ・健康に関する20分程度のミニ講座
 　８月「人生会議（ACP）ってなに？」　9月「意外と知らない『タンパク質』」
▶ 参加申し込み　☎ 73-8180（総合相談課）
▶ 参 加 費　200 円（お茶・お菓子代）
※ 当日参加も受付けております。
※ 医療・介護・福祉に関するご相談には専門のスタッフが対応します。
※ 新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、開催の中止または変更となる場合がありますのでホーム
　 ページをご覧ください。

オレンジカフェ☆さくら

町立三春病院News町立三春病院News町立三春病院News

☎ ☎

☎

特定健診、がん検診予約開始について
　新型コロナウイルス感染症拡大を受け、健康診断事業を一時中止しておりましたが、再開致しました。
三春町成人けんしんがお済みでない方の受診をお勧め致します。
※施設健診に関する詳細については『三春町成人けんしんガイド』をご確認ください。

◎完全予約制ですので事前に電話でご予約ください。　予約専用ダイヤル☎ 73-8155
◎健診当日は健康保険証・総合健診受診録・受診券・負担金をご持参ください。

◎マンモグラフィ（乳房撮影検査）とは
　乳房のエックス線撮影のことで、触っても
判らないような乳がんを見つけます。しこり
をつくらない乳がんを白い影や非常に細かい
石灰化の影として写すことができる検査です。
◎専門の女性技師が撮影します
　三春病院では『検診マンモグラフィ撮影認
定診療放射線技師』という専門の資格を取得
している女性の技師が丁寧に対応致します。
初めての方でも、ゆっくり説明しながら適切
な検査を行いますので安心してご来院くださ
い。

40歳を過ぎたら２年に1度、乳がん検診（マンモグラフィ検査）を受けましょう

種　類 内　容 実施曜日

毎週  月・木・土　午前

毎週  月・木・土　午前

毎週  月・木・土　午前
毎週  金・土　　　午前
第 2・4  火　　　 午後

特定健診

胃がんリスク検診
（ABC検診）

がん検診
肺・大腸がん
乳がん
子宮頸がん

メタボリックシンドロームに着目した検査を行い、
生活習慣病リスクの有無を判定します。
血液検査やエックス線検査などによりがんを早期
に発見し、適切な治療につなげることが目的です。
※乳がん検診実施曜日が木曜日から土曜日に変更になりました。
ヘリコバクター・ピロリ菌感染症の有無・胃粘膜
の萎縮度を血液検査によって調べ、胃がんになり
やすいかどうかを判定します。

三春病院で受診できる特定健診や各種がん検診
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６
月
20
日
に
本
校
同
窓
会
館
に
て
、
同
窓
会

定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
内
藤
忠
同
窓
会
長
を
は
じ
め
、

本
校
Ｏ
Ｂ
で
松
径
会
会
長
で
も
あ
る
坂
本
浩
之

町
長
に
も
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
計
35
名
の
出

席
者
で
会
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
総
会
で
は
、
令
和
元
年
度
の
事
業
・

会
計
報
告
な
ど
の
他
、
２
０
２
３
年
度
（
令
和

５
年
度
）
の
９
月
に
予
定
し
て
い
る
１
０
０
周

年
記
念
事
業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
、
記
念
式
典

委
員
会
・
記
念
事
業
委
員
会
・
記
念
誌
編
集
委

員
会
・
田
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
委
員
会
・
募
金
委

員
会
な
ど
の
各
委
員
会
の
設
置
が
承
認
さ
れ
、

１
０
０
周
年
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
全
会
一
致
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
窓
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
の
方
々
と
連
携
を

☎

◆
令
和
２
年
度
の
同
窓
会
定
期

　
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

図
り
な
が
ら
、
充
実
し
た
教
育
活
動
や
記
念
事

業
が
で
き
る
よ
う
取
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
・
ご
支
援

等
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
車
い
す
ラ
グ
ビ
ー
競

技
で
出
場
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
る
橋
本
勝

也
君
（
３
年
三
春
中
・
岩
江
小
卒
）
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

Ｑ　
車
い
す
ラ
グ
ビ
ー
と
の
出
会
い
は
？

橋
本
君　
三
春
町
出
身
の
増
子
恵
美
さ
ん
（
県

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）
が
行
っ
て
い
る
ス

ポ
ー
ツ
教
室
で
車
い
す
ラ
グ
ビ
ー
と
出
会
い
ま

し
た
。
今
で
も
増
子
さ
ん
と
一
緒
に
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
行
う
機
会
が
あ
り
、
パ
ス
の
技
能
や
戦

指
し
た
い
と
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

Ｑ　
日
常
で
は
ど
の
よ
う
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し

て
い
ま
す
か
？　

橋
本
君　
自
宅
で
は
腕
立
て
や
逆
立
ち
、
チ
ュ
ー

ブ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
週
４
回
ペ
ー
ス
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
週
２
回
は
自
宅
近
く
の
体
育
館
や
郡

山
市
の
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
競

技
用
車
い
す
を
使
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
、
月

に
１
、２
回
は
西
郷
村
で
チ
ー
ム
練
習
を
し
て
い

ま
す
。

Ｑ　
日
本
代
表
に
選
ば
れ
、
各
大
会
や
合
宿
等

に
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
目
標
は
？

続
く
の
で
「
世
界
一
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
」
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
車
い
す
ラ
グ
ビ
ー
の
認

知
度
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
障
が
い
者
の
人
た

ち
に
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
に
取
組
ん
で
も
ら
い
、
マ
イ

ナ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
認
知
度

を
広
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ　
田
村
高
校
は
ど
ん
な
高
校
で
す
か
？

橋
本
君　
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
で
ア
ス
リ
ー
ト
が

多
く
、
個
性
的
な
友
達
が
た
く
さ
ん
い
て
、
皆

と
話
を
し
て
い
る
と
盛
り
上
が
る
し
楽
し
い
で

す
。
３
年
と
い
う
こ
と
で
残
り
わ
ず
か
な
高
校

生
活
で
す
が
、
大
切
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
入
学
す
る
前
は
学
校
に
エ
レ
ベ
ー
タ

が
な
く
不
安
で
し
た
が
、
昇
降
機
を
設
置
し
て

く
れ
た
り
教
室
の
配
慮
を
し
て
く
れ
た
り
し
て

感
謝
し
て
い
ま
す
。
特
別
支
援
学
校
で
は
な
く
、

普
通
の
高
校
で
過
ご
せ
て
い
る
こ
と
に
幸
せ
を
感

じ
て
い
ま
す
。

Ｑ　
最
後
に
三
春
町
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
コ
メ

ン
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

橋
本
君　
町
民
の
皆
さ
ん
の
応
援
は
た
い
へ
ん
力

に
な
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
を
も
っ
と
も
っ

と
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
自
分
も
精
一
杯
頑
張
り

ま
す
。
町
へ
の
要
望
と
し
て
は
、
駅
な
ど
の
施
設

内藤忠同窓会会長のあいさつ。
田高の伝統の重みを感じる内容でした。

坂本町長や同窓生、町民の皆様の期待に
応えるよう生徒・教職員一同頑張ります！

◆
車
い
す
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表

　
橋
本
勝
也
君
に

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
！

術
的
な
部
分
な

ど
を
教
え
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　

本
格
的
に
始

め
た
の
は
中
学

３
年
か
ら
で
、

実
際
に
体
験
し

自
分
の
性
格
に

合
っ
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。

や
る
か
ら
に
は

代
表
選
手
を
目

橋
本
君　
日
本

代
表
に
選
ば
れ

注
目
さ
れ
る
こ
と

が
多
く
な
り
ま

し
た
。
今
は
来

年
に
延
期
さ
れ

た
東
京
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
し
っ
か

り
と
選
ば
れ
て
出

場
し
た
い
で
す
。

　

長
期
的
な
目

標
は
、
ま
だ
ま

だ
競
技
人
生
が

で
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
な
ど
整
備
し
て

い
た
だ
け
る
と
あ

り
が
た
い
で
す
。

　

今
後
の
橋
本

勝
也
君
の
活
躍

に
期
待
大
で
す
。

町
民
の
皆
様
、

応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま

す
！

次世代エースと期待される橋本君
Ⓒ 2020JWRF/ABEKEN　提供外国選手との激しい接触プレー

文武両道で
勉強も頑張っています！
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☎
☎

　　　研究の現場を見てみよう！
　　　　　  　　福島県環境創造センター研究部で行っている研究内容について紹介します。
　　　　　  　　今回は日本原子力研究開発機構 廃炉環境国際共同研究センターで行っている研究内容
　　　　　　　 について紹介します。

　福島の復興のために、私たちは様々な物に含まれる放射性核種の調
査をしています。その調査の中で、魚や動物といった生き物も大切な
調査の対象です。人間が関わらない野生環境の場合、生き物たちはど
んな場所でどんなものから放射性核種を取り込んだのでしょうか？ 
　私たちは魚の耳石や動物の歯、骨を使用して、野生に住む生き物の
過去の生活環境を追跡して、放射性核種の取り込み調査に活用しよう
としています。耳石や歯、骨は一度出来上がると、中身が入れ替わら
ない特徴があります。そのため、組織が出来上がった時期に、その生
物が取り込んだ物質は耳石などに保存されます。写真の耳石は数ミリ
メートルのサイズです。そこで、小さな耳石の中のとても量の少ない
放射性核種を分析するために、最新の分析装置を使用した分析方法を開発しています。私たちの開発した方法
は、今までの方法よりもわずかな量の放射性核種を分析することができます。

○野生生物の生活環境を追う　～魚の耳石や動物の歯、骨のわずかな放射性核種の分析～

◎ 日本原子力研究開発機構 廃炉環境国際共同研究センター
　 放射線計測技術開発グループ　小荒井　一真
　私は三春町と同じ田村郡にある小野町出身です。懐かしい場所や風景の中で生活する
ことができて、故郷に帰ってきた実感があります。職場の明るい仲間に囲まれて仕事も
プライベートも満喫しております。

コミュタン福島　8月イベント情報
◆ １日 ( 土 )・２日 ( 日 )　　 「牛乳パックでトレイをつくろう！」
◆ ８日 (土 ) ～ 10日 ( 月 )　 「ソーラークッカーを体験しよう！」
　　　　　　　　　　　　  　 「ペットボトルで風車をつくろう！」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（※雨天の場合）
◆13日（木）～16日（日）　 「コミュタンサイエンスラボ」
◆22日（土）・23日（日）　  「偏光板でステンドグラスをつくろう！」
◆29日 (土 )・30日（日）　  「浮沈子をつくろう！」
◆環境創造シアター国立科学博物館番組上映　海の食物連鎖、人類の旅（土日祝日・学校長期休暇中のみ）

※　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、急遽、イベントを中止することがありますので、予めご
　　了承ください。詳しくはホームページ上（https://com-fukushima.jp/）で周知します。

※　環境創造シアターは、入館者間の距離を確保するため、最大入場者数を制限しております。
※　赤外線放射温度計による検温スクリーニングにご協力願います。また、館内ではマスクを着用してください。
※　環境創造センターまで町営バス（三春の里コース）が運行しています。詳しくは「三春町町営バス時刻表を
　　御覧ください。
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● 仮置場の空間線量測定値

● 食品等の放射性物質（セシウム）検査結果
三春の里ベクレルセンター　（令和 2年 4月 1日から令和 2年 6月 30日までの測定結果）

　現在、除去土壌等の保管を行っている北部三地区、北部三地区第２、三春地区、中妻地区、中郷地区および岩江
地区の仮置場における空間線量の測定結果をお知らせします。また、地下水などの放射性物質検査も実施しており、
すべての仮置場の井戸や調整池など、いずれも基準値未満となっています。（単位：マイクロシーベルト／時間）
※ 仮置場平場周りなどの数か所を測定しています。

◆三春の里ベクレルセンターは、公的認証機関ではないため、簡易検査として実施しております。　
　測定結果は、あくまでも参考であり、これを出荷および摂取制限等の根拠とするものではありません。
◆測定結果は町で記録・公表するほか、放射線対策のため国・県に提供いたします。
◆これらの検体は、個人が自家用に使用するためのものであり、産地も必ずしも三春町であるとは限りません。
　農家が生産し出荷している農産物は、県のモニタリング調査で管理されており、基準値を超えるものが流通・
　販売されることはありません。

一般食品の基準値 :1 ００ベクレル /kg（平成 24年 4月 1日から）

※検出限界値 20ベクレル /kg 未満
■食品中の放射性物質の傾向
・山菜やきのこを除いて、ほとんどのものが 20ベクレル /kg（検出限界値）未満です。
・きのこ類では、野生きのこが基準値を超えていることが多いです。
・一般食品の基準値は 100 ベクレル /kg です。基準値を超えるものは摂食を控えた方が良いでしょう。

◆ 中妻地区仮置場

◆ 北部三地区仮置場 ◆ 三春地区仮置場

◆ 中郷地区仮置場

①
0.12
0.11
0.12
0.12

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.13
0.12
0.11
0.12

0.11
0.10
0.12
0.12

0.12
0.12
0.10
0.11

0.11
0.12
0.11
0.11

0.11
0.11
0.11
0.12

0.08
0.07
0.08
0.08

  6月 3日
  6月10日
  6月17日
  6月24日

測定日／測定点 ①
0.14
0.13
0.14
0.14

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.13
0.10
0.13
0.12

0.14
0.14
0.14
0.15

0.11
0.10
0.12
0.11

0.09
0.10
0.10
0.09

0.10
0.09
0.09
0.10

0.12
0.11
0.12
0.12

  6月  4日
  6月11日
  6月18日
  6月25日

測定日／測定点

①
0.09
0.09
0.08
0.09
0.09

② ③ ④
0.11
0.11
0.11
0.11
0.11

0.07
0.08
0.08
0.08
0.07

0.11
0.11
0.10
0.11
0.10

  6月 1日
  6月 8日
  6月15日
  6月22日
  6月29日

測定日／測定点 ①
0.09
0.09
0.09
0.10
0.09

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.10
0.11
0.10
0.11
0.10

0.10
0.09
0.10
0.10
0.10

0.10
0.10
0.10
0.10
0.08

0.07
0.07
0.06
0.07
0.07

0.09
0.09
0.10
0.10
0.09

0.09
0.10
0.09
0.10
0.11

  6月 1日
  6月 8日
  6月15日
  6月22日
  6月29日

測定日／測定点
◆ 岩江地区仮置場

①
0.07
0.06
0.07
0.08

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.06
0.07
0.07
0.06

0.09
0.09
0.09
0.09

0.12
0.13
0.10
0.10

0.10
0.11
0.11
0.10

0.09
0.08
0.07
0.08

0.07
0.08
0.09
0.11

  6月  5日
  6月12日
  6月19日
  6月26日 

測定日／測定点

◆ 北部三地区第２仮置場
①
0.09
0.11
0.10
0.09
0.11

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.11
0.11
0.11
0.10
0.10

0.10
0.10
0.12
0.12
0.10

0.11
0.10
0.09
0.09
0.08

0.10
0.10
0.10
0.10
0.12

0.11
0.11
0.09
0.10
0.10

0.09
0.09
0.10
0.09
0.08

  6月 2日
  6月 9日
  6月16日
  6月23日
  6月30日

測定日／測定点

区　分 例　示

合　　計

最大値
（ベクレル/kg）

検体数（件）
総検体数
281
50
85

0

0
18
0
1
435

281
50
84

0

0
18
0
1
434

0
0
1

0

0
0
0
0
1

※
※

377（コシアブラ）

※

※
※
※

24（猪肉）

100ベクレル以下のもの 100ベクレルを超えたもの
野　菜
豆　類
山　菜

きのこ

穀　類
果　実
加工食品
その他

大根、白菜、里芋、小松菜、カボチャ、キャ
ベツ、ネギ、ブロッコリー、ホウレンソウ等…

サクラシメジ、ヒラタケ、シイタケ、ホウキ
タケ、コウタケ、マツタケ、シロシメジ、チャ
シメジ、ナメコ等…

枝豆、ささぎ豆、黒豆、大豆、小豆等…

玄米、白米、小麦粉等…
キウイフルーツ等…
干柿、梅干等…
猪肉等…

フキノトウ等…
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『桜川を花で飾ろうプロジェクト』を実施しました

　7月 3日に「新町婦人会並びに新町地区の有志」の皆さんが、新町地区の桜橋付近から新町橋付近にかけて、サ
ルビア ( 赤・ブルー )、マリーゴールド ( 黄・オレンジ )、ベコニアの花合計 510 本の植栽を行いました。
　『桜川を花で飾ろうプロジェクト』は、河川改修が完了しました桜川上流 ( 市街地 ) において、地域コミュニティー
の創出や「まち中」観光の推進を目的に、地域の皆さんにより桜川および周辺の公共用地を花で飾り、美しい風景
を作っていくために町が花苗などを支給しているものです。

※詳しくは、建設課　都市グループ（☎６２－２１１３）にお問い合わせください。

「新町婦人会並びに新町地区の有志」の皆さん

植栽状況

それに変わるもの

　新型コロナウィルス感染症対策のため、今月15、16日に開催を予定していた「三春盆踊り」が中止となりました。地区
の盆踊りについても中止のところが多いと伺っております。
　聞くところによりますと、戦争中でも空襲警報が止むのを待って盆踊りをしていたとのこと。
　県内外の都市との交流事業でも、締めは「盆踊り」を踊ってお開きにするぐらい三春人の身体に染みこんだ盆踊りが中
止に追い込まれてしまうほど、感染症は怖いものだと改めて思いました。
　今年は滝桜も観桜中止となっており、さらに盆踊りまで中止となると、先人たちに何か申し訳ないような気持ちになって
おります。
　また、新盆の時期を迎え、三密を避けるため新盆まわりをどうしようかと悩んでおられる方も多いと思います。
　このような中、中郷まちづくり協会では地域として方針を示しました。それによると、①新盆宅では焼香のみで、食事、
飲み物の提供を受けない。②香典や提灯等のお供えは、これまでの慣習とする。③玄関など目のつく場所に「飲食提供を
自粛する」旨の表示をする。④焼香の場所は、家の中のほか庭先などで行い密着を避ける。⑤香典の返礼は新盆宅の判
断とする。⑥親戚まで制約するものではない。⑦中郷地区外からお出でになる方々にも同様に扱う。としています。
　先日の三春町まちづくり協議会では、この中郷まちづくり協会の取り組みが話題となりました。
　昭和の頃、「新生活運動」として冠婚葬祭が簡素化された時期がありましたが、今の時代、再評価されても良いように
思います。
（なお、中郷まちづくり協会以外でも地域としての方針をつくり、周知を図っているところもあります。）
　感染症を避ける。冠婚葬祭の簡素化が進んでいる。年金生活では交際費が重荷になりやすい。など、昔とは状況が大
きく変化しております。
　この三春町まちづくり協議会では、故人を偲ぶ先祖を敬う気持ちはそのままに、「今までのやり方に変わるもの」を持ち
帰り検討することとして会議を閉じました。
　今、国ではコロナなど感染症と隣り合う「新しい生活様式」を提唱しております。
　気持ちを尊重しつつ、形や方法を工夫することで、次代につながる方法を見つけたいと思います。
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まほらっこ教室避難訓練実施！

　いつ起こるかわからない地震、どんな時でも身の安全を守れるように遊んでいる最中に地震が起きたことを想定
し、６月に各まほらっこ教室でそれぞれ避難訓練が行われました。わんぱくクラブと一体型で取り組んでいるまほ
らっこ三春教室では、合同で避難訓練を行いました。
　訓練後、地震が起こった時の身の安全確保の仕方や、避難する時の約束事などの話を聴いたあと、校長先生から
お話しをいただきました。
　子どもたちは机の下にもぐったり、しゃがんで頭の上に手をのせたりして、落下物からの身の安全の確保を実践
していました。
　指導員は、機敏に子どもたちを誘導し安全確保に努めていました。

★まほらっこ教室の運営にご協力いただける方を随時募集しています。
　放課後に子どもたちと一緒に遊んだり、子どもたちの遊び・自主学習の見守りをしていただける方は、児童生活
センターへご連絡ください。

▼問　生涯学習課　児童生活センター　☎６２－８６６６

渡辺サワノさん　百歳賀寿おめでとうございます

　渡辺サワノさんが６月 29 日に満 100 歳を迎えられ、７
月５日にご自宅にて賀寿贈呈式が行われました。
　渡辺さんには、福島県より知事賀寿と会津塗り木杯、三
春町から賀寿と祝金、三春町老人クラブ連合会から祝金が
贈られたほか、ひ孫からは花束、孫婿からは祝品が贈られ
ました。
　渡辺さんの長生きの秘訣は間食を取らないことだそうで
す。また、95歳まで畑仕事をすることが楽しみだったそう
です。渡辺さんの益々のご長寿をお祈りいたします。

㈱福島銀行様および㈲ワタショウ様より寄贈をいただきました

　株式会社福島銀行様および有限会社ワタショウ
様より、町内の小中学校における新型コロナウイ
ルス感染症対策として、非接触式電子体温計とア
ルコールハンドジェルの寄贈をいただきました。
７月 15日、三春町役場において寄贈式が行われ、
町から感謝状をお渡ししました。

このコーナーでは、最近行われた行事や三春ならではのアツい話題などを
ピックアップしてお伝えしています。

御木沢教室 沢石教室
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主 な 施 設 の 休 館 日
▶

▶

▶

▶
▶
▶

▶

▶

▶

▶

延　長　業　務
▶

▶

18

三春交流館運営協会自主事業

M-NAVI 交流館NEWS

自然観察ステーション 8月のイベント情報

8月のイベントはありません。

8月のイベント情報

☎

※ この情報は、イベント等の主催者のご希望により掲載しております。掲載のご希望は、
　 三春交流館「まほら」までお願いします。

☎

令和2年9月　三春町議会定例会一般質問放映  【議会事務局　☎62-8124】

まほらホール
自由席
無料

8月／
29日（土）
10:00～
（予定）

議会を傍聴してみませんか。8月29日土曜日ま
ほらホールにて一般質問の様子を放映します
のでぜひお越しください。

★ 星を見る会

★ 草木染教室

　夏の天体の観察をします。
▶ 日　　時　 8 月 7日（金）・15日（土）　午後 8時～ 10時
▶ 集合場所　 ステーション天文台
▶ 持 参 品　 特になし
▶ 参 加 費　 大人 200 円・子ども 100 円

※天候不良の時は、中止となる場合があります。

　藍の生葉でストールやハンカチを染めます。
▶ 日　　時　 8 月 23 日（日）　午前 9時～ 12時
▶ 集合場所　 ステーション
▶ 持 参 品　 特になし
▶ 参 加 費　 材料費実費
　　　　　　  約 1,500 円～ 2,000 円

※新型コロナウイルスの影響により、中止、または延期となる可能性があり
　ますので、詳細はお問い合わせください。
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趣
味
・
教
養

　生涯学習支援ボランティアの会は、生涯学習活動に積極的に携わり、その活動を通して会員の親睦を図ることを

目的に活動しています。春のさくら湖マラソン大会、夏の自然観察教室、秋の自然環境フォーラム、冬の成人式等々

一年間を通していろいろなボランティアに参加しています。さらに、三春町文化伝承館の管理案内などもあります。

会員は参加したい事業に参加できるようになっています。図書館の書架整理も活動の一つです。月二回の活動です

が、大好きな本に囲まれて本の整理をし、読みたい本や目についた本を借りられると参加した会員は喜んでいます。

また、行政と協働で生涯学習の事業を展開することも大きな活動です。行政と一緒に企画して、広く町民に声をかけ、

会員でない人たちと一緒に活動することは自己研鑽に役立っています。最近二年間は、図書館と協働で朗読会を開

催し大変好評でした。30周年を迎える今年度は朗読グループとして発表する予定です。多岐にわたっての活動です

が、今後も楽しく活動していきたいと思います。

・ 生涯学習に関する知識や技術を持つ方
　に登録してもらい学習を希望する町民
　に情報提供する事業です。

・ 講師料は有償・無償問いません！

・ 団体での登録もOKです！

三春町民図書館開館３０周年　「生涯学習支援ボランティアの会」について
会長　降矢　由美子　

あなたの得意分野活かしてみませんか？
「生涯学習人材ガイド」募集中！

中郷小学校
「滝桜を守る会」が活動しています

平成 30年度朗読講習会 書架整理（町民図書館）

　6月 25 日、中郷小学校「滝桜を守る会」による滝桜
の種拾いが行われました。
参加した中郷小学校児童の皆さんは、三春さくらの会
の田村利勝さんからアドバイスをいただきながら、桜
の種を丁寧に拾っていました。
　「滝桜を守る会」は、昭和 57 年に発足して以来、滝
桜を通して地域のよさを知り、故郷を愛する心を育む
活動として行われています。
　滝桜の種を拾って育てられた苗木は、町と国内外の
地域との交流を深めるきっかけとなっています。
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〈地域子育て支援センター　☎ 62-0555〉

〈子育て支援課　☎62-0055　FAX62-3232〉

★ 三春町に住んでいる方、ぜひ一度遊びに来てください。★ 利用時間　午前10時～正午／午後1時～3時

今月の行事をお知らせします
　図書館・児童生活センター・地域子育て支援センター・子育て支援課の今月の行事をお知らせします。
　詳しくは、お問い合わせください。

〈町民図書館　☎ 62-3375　FAX61-1026〉

対　象行　事 日　時 場　所

保育士と一緒にふれあい遊びやお話を楽しむ時間です。おはなし“あのね” 8月6日（木）11時30分～
就学前のお子さんと
保護者

図書館のスタッフがきてたのしいお話をします。出前おはなし会 8月19日（水）
10時30分～11時

就学前のお子さんと
保護者

内　容

地域
子育て支援
センター

地域
子育て支援
センター

保健センター

就学前の8月生まれの
お子さんと保護者

手作りの誕生カードに写真を貼り、身長・体重や手形を押して
つくります。大きなケーキを囲んで7月生まれのお友達をみん
なでお祝いします。
※当日、参加できなくても誕生カードを差し上げますので予
約をお願いします。

お誕生会
8月生まれ（要予約）

8月21日（金）
11時30分～
申込期限8月19日（水）

運動指導士の方と一緒におやこで楽しくからだを使った遊び
をします。おやこ運動遊び教室

8月11日（火）
10時～12時
申込期限8月7日（金）

1歳～3歳までの
お子さんと保護者

0歳～1歳位までの
お子さんと保護者

離乳食講座の時間があります。栄養士から具体的に話が聞け
ます。
身長、体重測定ができます。保健師と一緒に成長を確認しな
がら、お子さんとの時間を持ってみませんか。（母子手帳をご
持参ください）

のびのびの日 8月28日（金）
10時～12時

対　象行　事 日　時 場　所
８月１１日（火）　11時～11時30分絵本とわらべ唄 乳幼児と保護者、妊婦 町民図書館

乳
幼
児
健
康
診
査

対　象行　事 日　時 場　所 内容（持参物）

母子手帳、問診票、歯ブラシ、仕上げ磨き
用歯ブラシ、コップ、タオル

平成31年1月1日
～2月20日生まれ 保健センター8月20日（木）

13時集合1歳6か月児

母子手帳、問診票、尿、歯ブラシ、仕上げ
磨き用歯ブラシ、コップ、タオル

平成29年2月1日
～2月28日生まれ 保健センター8月19日（水）

13時集合3歳6か月児

令和2年4月11日
～5月10日生まれ 母子手帳・問診票・バスタオル8月18日（火）

13時集合3～4か月児 保健センター

令和元年10月1日
～11月26日生まれ 母子手帳・問診票・バスタオル8月26日（水）

個別に案内9～10か月児 町立三春病院

※今後の新型コロナウイルスの感染拡大状況により変更になる場合があります。

※今後の新型コロナウイルスの感染拡大状況により変更になる場合があります。

※今後のコロナウイルスの感染拡大状況により変更になる場合があります。

〈児童生活センター　☎ 62-8666　FAX62-8669〉
★ すべての申込先は児童生活センター事務室（三春小内）へお願いします。（☎ 62-8666）

日　時 場　所 内　容

８月２９日（土）
午前９時３０分～
１１時３０分
申込期限8月11日（火）

内　容：「魚つりをしよう！！」
参加費：150円
対　象：小学校２年生以上
申込先：三春町児童生活センター（三春小学校内）
　　　  参加費を添えてお申し込みください。材料を準備しますので、
　　　 欠席となっても返金できませんのでご了承ください。

おりがみ教室 三春小
わんぱくクラブ室
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参
加
者

の
皆
さ
ん
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
お
預

か
り
し
、
図
書
館
に
「
お
と
ま
り
」

し
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

初
日
の
お
は
な
し
会
で
は
、
親

子
で
、
ぬ
い
ぐ
る
み
と
い
っ
し
ょ

に
お
は
な
し
会
を
楽
し
み
ま
す
。

そ
の
後
、
ぬ
い
ぐ
る
み
た
ち
を
お

預
か
り
し
、
図
書
館
に
お
と
ま
り

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

そ
の
後
、
本
を
読
ん
だ
り
、
図
書

館
の
中
を
探
検
し
た
り
し
て
い
る
ぬ

い
ぐ
る
み
た
ち
の
様
子
を
図
書
館
職

員
が
撮
影
し
ま
す
。
８
月
11
日（
火
）

以
降
に
お
迎
え
に
来
て
い
た
だ
い
た

際
、
遊
ん
で
い
る
ぬ
い
ぐ
る
み
た
ち

の
よ
う
す
の
写
真
を
お
渡
し
す
る
と

と
も
に
、
ぬ
い
ぐ
る
み
た
ち
が
選
ん

だ
お
す
す
め
の
絵
本
を
貸
出
し
ま

す
。

　

な
お
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
、
会
場
内
は
常
に
換

気
を
行
い
、
ぬ
い
ぐ
る
み
の
写
真
撮

影
の
際
も
消
毒
を
徹
底
す
る
な
ど
、

感
染
症
対
策
に
最
大
限
努
め
ま
す
。

参
加
者
の
方
に
は
マ
ス
ク
の
着
用
や

手
指
の
消
毒
な
ど
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
開
催
日

　

お
は
な
し
会
・
お
預
か
り

　

：
令
和
２
年
８
月
６
日
（
木
）

　

14
時
〜
15
時

　

お
迎
え
：
８
月
11
日
（
火
）
〜

　

８
月
13
日
（
木
）
10
時
〜
17
時

▼
対
象

　

３
才
〜
小
学
生
ま
で
の
子
ど
も

　

と
そ
の
保
護
者
（
三
春
町
外
の

　

方
も
参
加
可
）

子
ど
も
・
親
子

ミ
ル
ク
や
お
む
つ
等
の
赤
ち
ゃ
ん

に
必
要
な
物
、
タ
オ
ル
（
乳
房
ケ

ア
を
ご
希
望
の
方
）

茶
話
会
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
必
要

な
方
は
飲
み
物
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

▼
ス
タ
ッ
フ 

助
産
師
、
保
育
士
、

栄
養
士
、
保
健
師

▼
お
願
い 

保
護
者
の
方
は
マ
ス
ク

の
着
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

来
所
時
の「
検
温
」や「
手
指
消
毒
」

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
過
去
２
週

間
以
内
に
感
染
拡
大
地
域
に
滞
在

し
た
こ
と
の
あ
る
方
や
、
発
熱
、

喉
の
痛
み
、
頭
痛
、
下
痢
、
嘔
吐

な
ど
体
調
不
良
の
方
は
ご
参
加
を

見
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他 

参
加
は
無
料
で
す
。

参
加
す
る
場
合
は
、
８
月
５
日

（
水
）
ま
で
に
子
育
て
支
援
課
へ

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

赤
ち
ゃ
ん
の
兄
弟
が
一
緒
の
場
合

は
申
込
み
時
に
名
前
や
年
齢
等
を

お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▼
問
・
申
込

　

子
育
て
支
援
課

　

☎
62
‐
０
０
５
５

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
強
化
週
間
の
実
施
に

つ
い
て

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
８
月

28
日
か
ら
９
月
３
日
ま
で
の
７
日

間
、
全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
強
化
週
間
と
し
て
、

子
ど
も
・
親
子

公
認
心
理
師
の
子
育
て
相
談
日
の

お
知
ら
せ

　

公
認
心
理
師
の
横
山
美
香
先
生

と
久
保
木
優
紀
先
生
が
、
町
内
の

保
育
所
・
幼
稚
園
を
訪
問
す
る
ほ

か
、
子
育
て
の
こ
と
、
子
ど
も
の

発
達
の
こ
と
な
ど
の
個
別
相
談
に

応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

　

予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
相

談
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
相
談
日

の
２
日
前
ま
で
（
休
日
の
場
合
は

そ
の
前
日
ま
で
）
に
子
育
て
支
援

課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
・
時
間
・
公
認
心
理
師

▼
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
お
願
い

・
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
い
た

　

し
ま
す
。

・
予
約
日
の
過
去
２
週
間
以
内
に

8月 6日㈭ 横山美香先生①13:10～14：10
②14:30～15：30

8月18日㈫ 久保木優紀先生① 9:10～10：10
②10:30～11：30

9月 3日㈭ 横山美香先生①13:10～14：10
②14:30～15：30

開催日 時　間 公認心理師
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▼
募
集
人
数　
親
子
５
組

▼
持
ち
物

　

子
ど
も
１
人
に
つ
き
、
お
き
に

　

い
り
の
ぬ
い
ぐ
る
み
１
体

　

ぬ
い
ぐ
る
み
に
か
け
て
あ
げ
る

　

お
布
団
（
ハ
ン
カ
チ
な
ど
）

▼
申
込

　

三
春
町
民
図
書
館
に
お
越
し
い

　

た
だ
く
か
、
お
電
話
で
お
申
込

　

み
下
さ
い
。

▼
申
・
問

　

三
春
町
民
図
書
館

　

☎
62
‐
３
３
７
５

「
母
性
健
康
管
理
措
置
に
よ
る
休
暇

取
得
支
援
金
」
に
つ
い
て

〜
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ
〜

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
す
る
母
性
健

康
管
理
措
置
に
よ
る
休
暇
取
得
支

援
助
成
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
助
成
金
を
活
用
し
つ
つ
、

妊
娠
中
の
女
性
労
働
者
が
休
み
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
、
積
極

的
な
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

福
島
労
働
局

　

雇
用
環
境
・
均
等
室

　

☎
０
２
４
‐
５
３
６
‐
４
６
０
９

県
政
世
論
調
査
に
ご
協
力
く
だ

さ
い

　

県
民
の
皆
様
の
御
意
見
を
今
後

の
県
の
事
業
に
役
立
て
る
た
め
の

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
に
お
住
ま
い
の
満
15
歳
以

上
の
男
女
１
、３
０
０
人
に
対
し

て
郵
送
で
調
査
用
紙
を
お
送
り
し

て
い
ま
す
。
調
査
用
紙
が
届
い
た

方
は
８
月
４
日
（
火
）
ま
で
に
御

回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

県
政
の
た
め
の
大
切
な
調
査
で

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問

　

県
庁
県
民
広
聴
室

　

☎
０
２
４
‐
５
２
１
‐
７
０
１
３

労
働
困
り
ご
と
相
談
窓
口
の
お
知

ら
せ

　

福
島
県
労
働
委
員
会
で
は
、
賃

金
未
払
い
、
解
雇
、
退
職
な
ど
の

労
使
間
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
困
り

ご
と
や
疑
問
に
つ
い
て
の
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
相
談
は
無

料
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
相
談
方
法

　

○
来
所

　
　

福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
　
（
福
島
市
中
町
８
‐
２
県
自

　
　

治
会
館
４
階
）

　

○
電
話

　
　

０
２
４
‐
５
２
１
‐
７
５
９
４

　

○
電
子
メ
ー
ル

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
受
付

　
　
「
福
島
県
労
働
委
員
会
メ
ー

　
新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
他
の
新
着
本
の
リ
ス
ト
は
図
書

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
図
書
館
で
配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今月のおすすめ本

※ 新着コーナーには、７月２日（木）に並びます。今後のコロナウイルスの感染拡大状況により変更になる場合があります。

『ウルド昆虫記　バッタを
倒しにアフリカへ』

前野ウルド浩太郎／著　光文社

『今日から自宅が
ジムになる宅トレ』

坂詰真二／著　カンゼン
　大人向けの新書として刊行された際
に話題となった同名の体験記を、説明
を加えて児童書とした１冊です。著者
はバッタを愛し、「バッタに食べられ
たい」と願う昆虫博士。バッタの被害
に苦しむアフリカのモーリタニアに単
身向かい、現地の言葉もわからない中、
熱意とユーモアを武器に、体を張って
研究に挑んでいきます。

　自宅で、道具を使わずにで
きる運動の方法を紹介する１
冊です。ストレッチ、有酸素
運動、筋トレそれぞれの方法
を、初心者に分かりやすいよ
う写真を使いながら説明して
います。図書館では、この他
自宅でできる運動の本を様々
揃えています。ぜひご利用く
ださい。

あ
の
子
の
殺
人
計
画
（
天
祢
涼
）
／
紅
蓮
浄
土　
石
山
合
戦
記
（
天
野
純
希
）

／
お
っ
ぱ
い
先
生
（
泉
ゆ
た
か
）
／
結
婚
さ
せ
る
家
（
桂
望
実
）
／
海
鴎
（
勝

野
末
子
）／
静
か
な
る
太
陽（
霧
島
兵
庫
）／
生
か
さ
ず
、殺
さ
ず（
久
坂
部
羊
）

／
家
族
じ
ま
い
（
桜
木
柴
乃
）
／
五
年
後
に
（
咲
沢
く
れ
は
）
／
迷
子
の
ま
ま

で
（
天
童
荒
太
）
／
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
科
学
犯
罪
捜
査
班　
天
才
科
学
者
・
最
上
友
紀

子
の
挑
戦
（
中
村
啓
）
／
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｇ　
失
わ
れ
て
い
る
も
の
（
村
上
龍
）

／
縄
文（
真
梨
幸
子
）／
天
女
湯
お
れ
ん（
諸
田
玲
子
）／
侵
略
者　
ア
グ
レ
ッ

サ
ー
（
福
田
和
代
）
／
月
の
客
（
山
下
澄
人
）
／
交
錯
す
る
軌
跡　
注
釈
・
昭

和
の
短
編
小
説
（
江
頭
太
助・赤
塚
正
幸
他
編
）
／
平
家
物
語
の
女
性
た
ち
（
永

井
路
子
）／
村
上
Ｔ（
村
上
春
樹
）／
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
版　
ア
ン
ネ
の
日
記（
ア

リ
・
フ
ォ
ル
マ
ン
編　
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ボ
ロ
ン
ス
キ
ー
絵　
深
町
眞
理
子
訳
）

『今『今日から自ら自宅が宅が『ウ『ウルド昆虫昆虫記　バッタをタを
読
み
物
・
文
芸

　
　

ル
相
談
」
で
検
索

▼
受
付
時
間

　

○
来
所
・
電
話

　
　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午
、

　
　

午
後
１
時
〜
午
後
５
時
（
土

　
　

日
祝
日
を
除
く
）

　

○
電
子
メ
ー
ル　
随
時

▼
相
談
員　
労
働
委
員
会
事
務
局

　

職
員

▼
問

　

福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
２
４
‐
５
２
１
‐
７
５
９
４

三
春
町
就
職
相
談
会
の
開
催
に

つ
い
て

　

県
内
の
事
業
所
へ
就
職
を
希
望

さ
れ
る
方
を
対
象
に
、
ふ
く
し
ま

就
職
応
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
に

よ
る
就
職
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

▼
日
時

　

令
和
２
年
８
月
７
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

午
後
３
時
30
分
ま
で

▼
場
所　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　

１
Ｆ　

楽
屋
Ａ

▼
対
象
者　
町
内
に
居
住
す
る
方

　
（
新
卒
学
生
等
も
含
む
）

　

震
災
等
の
影
響
に
よ
り
町
内
へ

　

避
難
さ
れ
て
い
る
方

▼
実
施
内
容　
就
職
相
談
・
職
業

　

紹
介
・
応
募
書
類
作
成
補
助

▼
そ
の
他　
ふ
く
し
ま
生
活
・
就

　

職
応
援
セ
ン
タ
ー
の
専
任
の
相

　

談
員
が
対
応
し
ま
す
。

暮
ら
し

※ 新着コーナーには、８月６日（木）に並びます。 問い合わせ　町民図書館　☎ 62-3375　FAX61-1026
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暮
ら
し

　三春町には田村大元神社、八幡神社そして八雲神社の三社に長獅子と呼ばれる獅子舞が奉納されています。三
春の人が他の地域の獅子舞を見ると、何か違う、と思われるのではないでしょうか。八雲神社に絞って、お獅子の
違いを見てみましょう。
　全国的に見られる獅子舞は、一人立ちといって、一人で頭（かしら）をつけて舞うものか、二人立ちといって、
獅子の頭と体を担当する二人で舞うものであることが多いのです。中には大獅子など、たくさんの人が入って演じ
るものもありますが、三春のように１０人からの人が入って演じる、というのは珍しいものなのです。さらに、八雲
神社の長獅子が「荒獅子」と呼ばれることでわかるように、勇壮に舞いつつ、あの階段を上り下りして演じるよう
なことも、なかなか見られないことのようです。もう一つおまけに、獅子に頭を食べてもらうと頭痛がしないとか、
病気をしないと言いますが、この慣習は、東北地方に多いとも言います。
　三春の長獅子の由来は不明ですが、もともと東北地方の獅子舞には、単なる芸能とは一線を画し、山岳信仰に
由来して、神様の力で魔を払い、場を清めると考えられたものがあったそうです。そうした獅子舞には、一人立ち
の獅子を大勢で演じるものもあり、三春の場合、それが長獅子へと変貌を遂げた、とも考えられます。
　また、八雲神社の場合、領内の流行病に際し、田村義顕が祇園社（京都の八坂神社）で「生水を飲まず、きゅ
うりを食べて渇きを癒せ」というご神託を受け、その通りにすると病が消えた、と伝えます。実は、同じような話は
各地にあり、それらは牛頭天王の社に伝わります。明治以前、
八雲神社はこの牛頭天王という神様を祀っていました。これ
は「祇園信仰」とも呼ばれ、その布教者たちは、神の力の
表れとして、獅子舞を行っていたそうです。恐ろしい病を払
うその力を信じて、人々は獅子に頭を下げたのかもしれま
せん。
　山の神への信仰か、京都からの伝播か。お獅子の歴史に
も心ひかれるものがあります。

☎

三春町指定民俗文化財　八雲神社の長獅子舞

子
ど
も
・
親
子

　

相
談
費
用
に
つ
い
て
は
無
料
で

　

す
。

　

事
前
予
約
も
可
能
で
す
。

※
予
約
来
場
者
優
先
と
な
る
こ
と

　

を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

ふ
く
し
ま
生
活
・
就
職
応
援

　

セ
ン
タ
ー　

郡
山
事
務
所

　

☎
０
２
４
‐
９
２
５
‐
０
８
１
１

　

産
業
課　

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
３
９
６
０

歴
史
民
俗
資
料
館
臨
時
休
館
の
お

知
ら
せ

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
大
切

な
資
料
を
害
虫
や
カ
ビ
な
ど
か
ら

守
る
た
め
に
、
く
ん
蒸
作
業
を
行

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
次
の
日
程

で
臨
時
休
館
い
た
し
ま
す
。

◆
臨
時
休
館
日

　

９
月
１
日
（
火
）
〜
４
日
（
金
）

▼
問

　

歴
史
民
俗
資
料
館

　

☎
62
‐
５
２
６
３

八雲神社の長獅子舞

量
水
器
（
水
道
メ
ー
タ
ー
）
の
交

換
を
し
ま
す

　

計
量
法
に
よ
り
設
置
か
ら
８
年

を
経
過
し
た
量
水
器
（
水
道
メ
ー

タ
ー
）
は
新
品
と
交
換
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
に
該
当
す
る
量
水
器

は
、
次
の
公
認
業
者
が
お
宅
へ
伺

い
交
換
作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

止
水
栓
が
無
い
場
合
な
ど
、
設

置
の
状
況
に
よ
り
メ
ー
タ
ー
の
交

換
が
で
き
な
か
っ
た
お
宅
に
は
、

後
日
、
担
当
よ
り
ご
連
絡
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

施
工
公
認
業
者

　
（
有
）
橋
本
設
備
・（
株
）
本
田

　

設
備
工
業
・（
有
）
柳
沼
設
備
・

　

吉
村
管
工
所
・
神
設
備
・（
株
）

　

三
立
設
備

交
換
手
数
料　
無
料

　

※
交
換
業
者
が
料
金
を
請
求
す

　
　

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問

　

三
春
町
企
業
局

　

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
５
０
０
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中
郷
・
御
木
沢
ま
ち
づ
く
り
協
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

当
地
区
内
に
お
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
対
策
と
し
て
、
新
盆
で
の
飲
食

提
供
を
自
粛
要
請
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
問

　

中
郷
ま
ち
づ
く
り
協
会
事
務
局

　
（
中
郷
地
区
公
民
館
内
）

　

☎
62
‐
６
１
２
５

　

御
木
沢
ま
ち
づ
く
り
協
会
事
務
局

　
（
御
木
沢
地
区
公
民
館
内
）

　

☎
62
‐
８
４
７
１

農
家
の
皆
様
へ　

米
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
検
査
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
ま
し
た

米
の
全
量
全
袋
検
査
が
終
了
と
な

り
、
令
和
２
年
産
米
よ
り
旧
町
村

（
７
地
区
）
を
単
位
と
し
た
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
検
査
へ
移
行
し
ま
す
。

　

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
検
査
結
果
が

出
る
ま
で
は
、
米
の
出
荷
・
販
売

（
縁
故
米
等
含
む
）
の
自
粛
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

検
査
の
結
果
、
基
準
値
超
過
が

な
け
れ
ば
、
旧
町
村
ご
と
に
出
荷
・

販
売
の
自
粛
が
解
除
さ
れ
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
問

　

産
業
課　

農
林
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
１
２

議
会
９
月
定
例
会
が
開
催
さ
れ

ま
す

▼
開
会
時
期
（
予
定
）

　

８
月
28
日（
金
）〜
９
月
８
日（
火
）

　

▽
定
例
会
の
詳
し
い
日
程
は
、

　
　

８
月
27
日
（
木
）
の
新
聞
折

　
　

込
み
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

▽
一
般
質
問
は
８
月
29
日
（
土
）

　
　

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
一
般

　
　

質
問
の
様
子
は
、
役
場
４
階

　
　

議
場
と
三
春
交
流
館
「
ま
ほ

　
　

ら
」
ま
ほ
ら
ホ
ー
ル
に
て
ご

　
　

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　
　

症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
傍

　
　

聴
に
お
越
し
の
際
は
、
マ
ス

　
　

ク
着
用
・
手
指
消
毒
等
の
感

　
　

染
予
防
に
ご
協
力
を
お
願
い

　
　

し
ま
す
。

　

な
お
、
団
体
で
の
傍
聴
を
希
望

す
る
場
合
は
、
事
前
に
議
会
事
務

局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

議
会
事
務
局

　

☎
62
‐
８
１
２
４

令
和
２
年
度
敬
老
会
に
つ
い
て

　

９
月
21
日
は
「
敬
老
の
日
」
で

す
。
ご
長
寿
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

毎
年
敬
老
の
日
を
中
心
に
町
内

各
地
に
お
い
て
敬
老
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
が
、
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観

点
か
ら
敬
老
会
の
式
典
を
中
止
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
三
春
町
お

よ
び
地
区
実
行
委
員
会
と
し
ま
し

て
は
、
対
策
を
講
じ
た
開
催
を
模

索
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
ご
長
寿

の
方
々
が
多
く
集
ま
り
、
重
症
化

す
る
危
険
が
高
ま
る
こ
と
か
ら
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

　

祝
品
、
祝
金
の
贈
呈
は
行
い
ま

す
。
各
地
区
で
協
力
し
77
歳
の
方

に
祝
品
を
お
贈
り
し
、
80
歳
、
88

歳
、
90
歳
の
方
に
祝
金
を
お
振
込

み
に
て
お
贈
り
し
ま
す
。

▼
問

　

保
健
福
祉
課　

福
祉
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
３
１
６
６

　

℻
62
‐
５
６
７
８

町
内
の
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
等
事
業

者
の
皆
様
へ
（
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

支
援
事
業
の
実
施
）

　

町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
経
営
状

況
が
悪
化
し
て
い
る
バ
ス
、
タ
ク

シ
ー
等
の
事
業
者
に
対
し
、
支
援

給
付
金
を
交
付
し
ま
す
。

１
．
対
象
者

　
　

①
町
内
に
事
業
所
を
有
す
る

　
　
　

法
人
ま
た
は
個
人
の
事
業

　
　
　

者
で
あ
る
こ
と
。

　
　

②
道
路
運
送
法
の
旅
客
自
動

　
　
　

車
運
送
事
業
を
行
う
事
業

　
　
　

者
ま
た
は
自
動
車
運
転
代

　
　
　

行
業
の
認
定
を
受
け
て
い

　
　
　

る
事
業
者
。

　
　

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

　
　
　

染
症
拡
大
に
よ
り
売
上
等

　
　
　

が
減
少
し
て
い
る
こ
と
。

　
　

④
三
春
町
暴
力
団
排
除
条
例

　
　
　

の
規
定
に
該
当
す
る
者
で

　
　
　

な
い
こ
と
。

２
．
給
付
金
の
額

　
　

①
バ
ス
は
、
車
両
１
台
に

　
　
　

つ
き
10
万
円

　
　

②
タ
ク
シ
ー
等
は
、
車
両
１

　
　
　

台
に
つ
き
５
万
円

３
．
申
請
書

　
　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

　
　

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

４
．
申
請
先

　
　

産
業
課　

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

５
．
申
請
期
間

　
　

令
和
２
年
９
月
30
日
（
水
）

　
　

ま
で
（
た
だ
し
、
土
日
祝
日

　
　

を
除
く
。）

寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
の

お
知
ら
せ

１　
内
容

　
「
布
団
上
下
１
組
と
毛
布
」
を

１
セ
ッ
ト
と
し
て
、
丸
洗
い
乾
燥

の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
希
望
さ
れ
る
方
に
は
、

布
団
の
レ
ン
タ
ル
（
自
己
負
担
）

を
行
い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
（
１
）
実
施
方
法

　
　
　

 

業
者
が
各
家
庭
に
布
団

　
　
　

  

を
回
収
に
伺
い
、
１
週
間

　
　
　

   

後
に
納
品
。

　
（
２
）
実
施
期
間

　
　
　

 〈
第
１
回
目
〉

　
　
　

 

令
和
２
年
９
月
23
日（
水
）

　
　
　

 

回
収
予
定

　
　
　

 

〈
第
２
回
目
〉

　
　
　

 

令
和
３
年
３
月
24
日（
水
）

　
　
　

 

回
収
予
定

　
（
３
）
費
用
負
担

　
　
　

 

な
し
（
全
額
町
負
担
）

２　
該
当
要
件

　

要
件
は
以
下
の
ア
〜
ウ
の
全
て

に
該
当
し
、
か
つ
エ
〜
カ
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
と
し
ま
す
。

 

た
だ
し
、
入
院
や
施
設
に
入
所
し

て
い
る
方
は
除
き
ま
す
。

内
容
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ア 

町
内
に
住
所
を
有
し
、
在 

　
　

  

宅
す
る
65
歳
以
上
の
方

　

イ 
当
該
年
度
分
の
町
民
税
が
非

　
　

  
課
税
で
あ
る
方

　

ウ 

単
身
世
帯
、
高
齢
者
世
帯
及

　
　

 

び
こ
れ
に
準
ず
る
世
帯

　

エ 

要
介
護
１
以
上
の
認
定
を
受

　
　

  

け
て
い
る
方

　

オ 

障
害
者
手
帳
（
身
体
・
精
神 
・

　
　

 

知
的
）
を
交
付
さ
れ
て 
お

　
　

 

り
、
日
常
生
活
で
何
ら 

か

　
　

 

の
介
助
が
必
要
で
あ
る 

方

　

カ 

そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
困 

　
　

 

難
な
方
（
ネ
グ
レ
ク
ト
等
）

３　
申
請

　
（
１
）
方
法

　
　
　

 

三
春
町
福
祉
会
館
窓
口
に

　
　
　

 

て
申
請
書
へ
記
入
し
て
い

　
　
　

  

た
だ
き
ま
す
。

　
（
２
）
提
出
期
限

　
　
　

 

希
望
利
用
日
の
２
週
間
前

　
　
　

 

ま
で

▼
問

　

保
健
福
祉
課　

福
祉
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
３
１
６
６

　

℻
62
‐
５
６
７
８

町
営
住
宅
（
公
営
住
宅
）

入
居
者
募
集

　

町
営
住
宅
（
公
営
住
宅
）
の
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

家
賃
は
、
町
営
住
宅
入
居
資
格

所
得
基
準
に
よ
り
ま
す
。

　

敷
金
は
、
家
賃
の
３
ヶ
月
分
で

暮
ら
し

す
。
入
居
の
際
は
連
帯
保
証
人
が

必
要
で
す
。

　

家
賃
と
は
別
に
、
駐
車
場
使
用

料
、
共
益
費
、
組
費
な
ど
は
入
居

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
入
居
資
格

　

①
同
居
す
る
親
族
（
婚
約
者
・

　
　

内
縁
を
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

　
　
（
単
身
で
申
し
込
み
で
き
る

　
　

例
外
有
り
）

　

②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

　
　

が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

　

③
町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
国

　
　

民
健
康
保
険
税
、
軽
自
動
車

　
　

税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

　

④
世
帯
の
所
得
額
が
基
準
内
で

　
　

あ
る
こ
と
。

　
　

・
公
営
住
宅

　
（
ア
）
一
般
世
帯　

月
額
所
得

　
　
　
　

が
１
５
８
、０
０
０
円
以

　
　
　
　

下

　
（
イ
）  

高
齢
者
、
障
が
い
者
等
、

　
　
　
　
小
学
校
就
学
前
の
子
供

　
　
　
　
が
い
る
世
帯　

月
額
所

　
　
　
　
得
が
２
１
４
、０
０
０
円

　
　
　
　
以
下

　

⑤
入
居
申
込
者
及
び
同
居
し
よ

　
　

う
と
す
る
親
族
が
暴
力
団
員

　
　

で
な
い
こ
と
。

■
注
意
事
項

　

①
住
宅
等
を
所
有
し
て
い
る
方

　
　

は
原
則
申
し
込
み
で
き
ま
せ

　
　

ん
。

　

②
離
婚
が
成
立
し
て
い
な
い
配
偶

　
　

者
と
別
居
し
て
の
申
し
込
み
は

　
　

原
則
認
め
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

③
単
身
赴
任
に
よ
る
別
居
は
住

　
　

宅
に
困
窮
し
て
い
る
と
は
言

　
　

え
な
い
た
め
申
し
込
み
で
き

　
　

ま
せ
ん
。

■
申
込
方
法

　

建
設
課
に
備
え
付
け
の
申
込
書

に
よ
り
、
三
春
町
役
場
建
設
課
建

築
グ
ル
ー
プ 

（
役
場
３
階　

☎
62

‐
２
１
１
３
）
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

　

郵
送
や
電
話
で
の
申
し
込
み
や

申
込
物
件
の
変
更
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
申
込
期
間

　

令
和
２
年
８
月
17
日
（
月
）
〜

　
令
和
２
年
８
月
21
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

　

ま
で

■
提
出
書
類

　

入
居
申
込
書
に
添
付
す
る
書
類

　

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
（
１
）
最
新
の
所
得
証
明
書
（
申  

　
　
　

請
書
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

　
　
　

 

記
載
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

　
　
　

  

省
略
で
き
ま
す
。）

　
（
２
）
市
町
村
税
を
完
納
し
て
い

　
　
　

 
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

　
　
　

 
（
市
町
村
長
等
が
発
行
す

　
　
　

  

る
納
税
証
明
書
）

　
（
３
）
入
居
者
全
員
の
住
民
票

■
選
考
方
法

　

入
居
の
申
込
を
受
理
し
た
件
数

　

が
募
集
戸
数
を
超
え
る
場
合

　

に
つ
い
て
は
、
町
営
住
宅
入
居

　

者
選
考
委
員
会
を
開
催
し
決
定

　

し
ま
す
。

■
入
居
予
定
時
期

　

令
和
２
年
９
月
中
旬

▼
問
・
申

　

建
設
課　

建
築
グ
ル
ー
プ

　
（
役
場
３
階
）

　

☎
62
‐
２
１
１
３

町
営
貝
山
プ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
す

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
町
営
貝

山
プ
ー
ル
の
一
般
利
用
開
放
を
行
い

ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
来
場
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▼
開
場
期
間　
令
和
２
年
８
月
１

日　
（
土
）
〜
令
和
２
年
８
月
19

日
（
水
）

▼
開
場
時
間

　

午
前
の
部　

午
前
10
時
〜
正
午

　

午
後
の
部　

午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　

午
後
３
時
30
分

▼
休
場
日

　
　

８
月
３
日
（
月
）、11
日
（
火
）、

　

17
日
（
月
）

　
　

こ
の
他
、
水
温
や
天
候
に
よ

　

り
休
場
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
入
場
料

　
　

一
般
１
回
１
０
０
円
、
高
校

　

生
以
下
１
回
50
円

　
　

回
数
券
一
般
12
回
１
、０
０
０

　

円
、
高
校
生
以
下
12
回
５
０
０

　

円
▼
注
意
事
項

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　

症
拡
大
防
止
の
た
め
、
入
場
人

　

数
の
制
限
を
行
う
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。

　
　

更
衣
室
で
の
混
雑
防
止
の

　

た
め
、
来
場
前
に
ご
自
宅
で
の

　

水
着
着
用
に
ご
協
力
を
お
願
い

　

し
ま
す
。

　
　

熱
中
症
対
策
の
た
め
、
必
ず

　

水
分
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
　

小
学
生
低
学
年
（
２
年
生
以

　

下
）
及
び
幼
児
は
保
護
者
の
同

　

伴
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　

安
全
確
保
の
た
め
、
監
視
員

　

の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

生
涯
学
習
課

　

社
会
体
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
３
８
３
７

構造・建築年 間取り所在地

八雲団地 1棟
（中耐4階建・
昭和53年）

小浜海道
100番地 3ＤＫ

11,600～
22,900円

一戸
（1階111号室）

有（1台）
2,000円

駐車場家賃（月額） 募集戸数

【募集する団地名・戸数】◇公営住宅
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▼
応
募
・
問

　

〒
９
６
０
‐
８
６
７
０

　
（
住
所
記
載
不
要
）

　

福
島
市
杉
妻
町
２
番
16
号

　
（
本
庁
舎
５
階
）

　

福
島
県
企
画
調
整
部　

統
計
課

　

☎
０
２
４
‐
５
２
１
‐
７
１
４
３

国
立
宮
古
海
上
技
術
短
期
大
学
校

の
入
学
案
内

　

私
た
ち
の
学
校
は
、

国
土
交
通
省
の
所
管
す

る
学
校
で
、
優
秀
な
船

舶
運
航
技
術
者
の
育
成
を
目
的
と

し
、
海
と
船
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
学

ん
で
い
ま
す
。
卒
業
生
に
は
、
海

技
資
格
に
お
け
る
特
典
が
付
与
さ

れ
、
海
運
界
は
も
ち
ろ
ん
そ
の
関

連
産
業
を
中
心
に
幅
広
く
活
躍
し

て
い
ま
す
。

▼
問

　

〒
０
２
７
‐
０
０
２
４

　

岩
手
県
宮
古
市
磯
鶏
２
‐
５
‐
10

　

国
立
宮
古
海
上
技
術
短
期

　

大
学
校　

教
務
課 

　

☎
０
１
９
３
‐
62
‐
５
３
１
６

　

Em
ail

：kyoum
u-m

iyako@

　

jm
ets.ac.jp

個
人
事
業
税
の
納
期
の
お
知
ら
せ

　

個
人
事
業
税
と
は
、
事
業
を
営

ん
で
い
る
個
人
に
課
税
さ
れ
る
県

の
税
金
で
す
。
今
年
度
の
第
１
期

分
の
納
期
限
は
８
月
31
日(

月)

で
す
。
県
中
地
方
振
興
局
県
税
部

か
ら
送
付
さ
れ
る
納
税
通
知
書
に

よ
り
、
納
期
限
ま
で
に
最
寄
り
の

金
融
機
関
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
預
金
口
座
か
ら
振
替
納

税
を
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
の

で
、
御
希
望
の
方
は
預
金
口
座
振

替
依
頼
書
に
必
要
事
項
を
御
記
入

の
上
、
口
座
振
替
を
希
望
す
る
金

融
機
関
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

新
た
に
口
座
振
替
を
申
し
込
ま
れ

た
場
合
は
、
第
2
期
分
（
11
月
30

日
納
期
限
）
か
ら
の
取
り
扱
い
と

な
り
ま
す
。

▼
問

　

福
島
県
県
中
地
方
振
興
局
県
税
部

　

課
税
第
一
課　

事
業
税
チ
ー
ム

　

☎
０
２
４
‐
９
３
５
‐
１
２
５
１

国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替
が

お
得
で
す
！

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、

口
座
振
替
が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

口
座
振
替
に
は
、
当
月
分
保
険
料

を
当
月
末
に
振
替
納
付
す
る
こ
と

に
よ
り
、
月
々
50
円
割
引
さ
れ
る

「
早
割
制
度
」
や
、
現
金
納
付
よ

り
も
割
引
額
が
多
い
「
６
カ
月
前

納
」、「
１
年
前
納
」、「
２
年
前
納
」

も
あ
り
、
大
変
お
得
で
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、

納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、

金
融
機
関
届
出
印
を
持
参
の
う
え
、

ご
希
望
の
金
融
機
関
ま
た
は
年
金

事
務
所
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

日
本
年
金
機
構

　

郡
山
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
４
‐
９
３
２
‐
３
４
３
４

世
帯
状
況
等
が
変
わ
ら
れ
た
方
へ

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、

公
的
年
金
等
の
収
入
や
所
得
額
が

一
定
基
準
以
下
の
、
年
金
受
給
者

の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年

金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も

の
で
す
。

　

ま
だ
受
給
し
て
い
な
い
方
で
、

左
記
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い

る
方
は
、
請
求
書
の
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

※
す
で
に
受
給
し
て
い
る
方
は

　
　

手
続
不
要
で
す
。

■
対
象
と
な
る
方

◇
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い

　

る
方
で
次
の
要
件
を
全
て
満
た

　

し
て
い
る
方

　

・
65
歳
以
上

　

・
世
帯
全
員
の
住
民
税
が
非

　
　

課
税

　

・
前
年
の
年
金
収
入
額
と
そ
の

　
　

他
の
所
得
額
の
合
計
が
約

　
　

88
万
円
以
下

■
請
求
手
続
き

　

年
金
事
務
所
ま
た
は
役
場
で
請

　

求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
個
人
番
号
か
基
礎
年
金
番
号

　
　

が
わ
か
る
も
の
及
び
本
人
確

　
　

認
で
き
る
も
の
を
ご
持
参
く

　
　

だ
さ
い
。

▼
問

　

住
民
課　

住
民
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
８
１
２
６

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
７
５
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

第
70
回
福
島
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン

ク
ー
ル
作
品
募
集

　

県
で
は
、
統
計
に
興
味
と
親
し

み
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、「
第

70
回
福
島
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン

ク
ー
ル
」
の
作
品
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

▼
募
集
作
品　
観
察
記
録
や
既
存

　

の
デ
ー
タ
な
ど
を
手
描
き
ま
た

　

は
パ
ソ
コ
ン
で
グ
ラ
フ
に
し
た

　

ポ
ス
タ
ー

　

▽
テ
ー
マ　

自
由

　

▽
大
き
さ　

Ｂ
２
判
（
72
．８
㎝

　
　

×
51
．
５
㎝
）

▼
応
募
資
格　
小
学
生
以
上

▼
募
集
期
限　
10
月
30
日
（
金
）

広　
告　
欄

税　
金

年　
金

募　
集

夢の針路へ舵をとれ！

広告欄
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令
和
３
年
度　

社
会
福
祉
法
人
田

村
福
祉
会
職
員
募
集

〇
募
集
職
種　
事
務
職
員
・
介
護

　

職
員
・
看
護
職
員
・
生
活
相
談

　

員
・
介
護
支
援
専
門
員

〇
採
用
人
員　
介
護
職
員
・
看
護

　

職
員　

各
３
人
程
度

　

事
務
職
員
・
生
活
相
談
員
・
介

　

護
支
援
専
門
員　

若
干
名

〇
採
用
予
定
日

　

令
和
３
年
４
月
１
日
（
木
）

〇
応
募
資
格

　
（
１
）
次
の
資
格
を
お
持
ち
の
方

　
　

・
介
護
職
員
（
介
護
福
祉
士
）

　
　

・
看
護
職
員

　
　
　
（
准
看
護
師
・  

看
護
師
）

　
　

・
生
活
相
談
員

　
　
　
（
社
会
福
祉
主
事
・
社
会

　
　
　
　
福
祉
士
・
精
神
保
健
福

　
　
　
　
祉
士
の
い
ず
れ
か
）

　
　

・
介
護
支
援
専
門
員

　
　
　
（
介
護
支
援
専
門
員
）

〇
試
験
日

　

令
和
２
年
９
月
26
日
（
土
）

〇
応
募
方
法

　

田
村
福
祉
会
各
事
業
所
ま
た
は

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
指
定
の

　

申
込
用
紙
を
取
得
し
令
和
２
年

　

９
月
７
日
（
月
）
ま
で
に
必
要

　

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　
（
当
日
消
印
有
効
）。

▼
問

　

田
村
福
祉
会

　

☎
62
‐
２
７
６
１

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

募
集

　

入
会
に
関
す
る
説
明
会
を
次
の

日
程
で
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
入
会
は
随
時
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。

▼
日
時　
８
月
19
日
（
水
）

　

午
前
10
時
か
ら
（
１
時
間
程
度
）

▼
場
所　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

　

タ
ー

▼
入
会
資
格　
三
春
町
に
在
住
で

　

60
歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲

　

の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
加

　

入
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

　
扱
う
仕
事
（
例
）

　

施
設
の
清
掃
管
理
、
除
草
、
墓

　

地
清
掃
、
障
子
・
網
戸
の
張
替

　

え
、
手
工
芸
品
（
竹
細
工
、
木

　

工
品
、
手
芸
品
）
の
制
作
販
売

　

な
ど

▼
問

　

三
春
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

　

タ
ー
（
三
春
町
字
南
町
21
‐
１
）

　

☎
62
‐
７
３
０
８

広　
告　
欄

年　

金

税　

金

募　

集 令
和
３
年
度
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

　

各
試
験
日
程
に
つ
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

福
島
地
方
協
力
本
部

　

郡
山
地
域
事
務
所

　

〒
９
６
３
‐
８
８
３
３

　

福
島
県
郡
山
市
香
久
池
２
丁
目

　

17
‐
13

　

☎
０
２
４
‐
９
３
２
‐
１
４
２
４

募集種目

航空学生
一般曹候補生
自衛官候補生

防衛大学校学生
防衛医科大学校医学科学生
防衛医科大学校看護学科学生

海：高卒（見込含）２３歳未満の者
　７月１日（水）～
９月１０日（木）

7月1日（水）～10月22日（木）
7月1日（水）～10月7日（水）
7月1日（水）～10月1日（木）

受付時にお知らせします。

1次：9月22日（火）
1次：9月18日（金）～20日（日）※

1次：11月  7日（土）8日（日）
1次：10月24日（土）～25日（日）
1次：10月17日（土）

年間を通じて行っています。

空：高卒（見込含）２１歳未満の者
１８歳以上
３３歳未満の者

高卒（見込含）
２１歳未満の者

男子
女子
一般

応募資格 受付期間 試験期日

広告欄
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▼
対
象

　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
（
あ
る
い

　

は
そ
の
疑
い
の
あ
る
方
）
の
家
族

▼
参
加
費

　

無
料
（
要
事
前
申
込
）

▼
問

　

県
中
保
健
福
祉
事
務
所

　

障
が
い
者
支
援
チ
ー
ム

　

☎
０
２
４
８
‐
75
‐
７
８
１
１

内
部
被
ば
く
検
査
の
ご
案
内

（
県
中
方
部
）

　

福
島
県
で
は
、
県
内

６
方
部
８
カ
所
に
ホ
ー

ル
ボ
デ
ィ
・
カ
ウ
ン
タ
ー

搭
載
車
両
を
常
駐
さ
せ
、
内
部
被

ば
く
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
検
査
希
望
日
の
前

週
の
金
曜
日
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
申
込　
三
春
町
民
図
書
館
に
お

　

越
し
い
た
だ
く
か
、
お
電
話
で

　

お
申
込
み
下
さ
い
。

▼
申
・
問

　

三
春
町
民
図
書
館

　

☎
62
‐
３
３
７
５

ア
ル
コ
ー
ル
家
族
教
室
の
ご
案
内

　

県
中
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、

家
族
の
飲
酒
問
題
で
お
悩
み
の
方

を
対
象
に
家
族
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

▼
内
容

　

勉
強
会
（
本
人
へ
の
向
き
合
い

方
や
、
対
応
方
法
に
つ
い
て
学
習

し
ま
す
）

　

家
族
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
家
族
同

士
の
交
流
を
図
り
、
悩
み
の
共
有

や
改
善
策
を
考
え
ま
す
）

▼
日
時

　

８
月
20
日・９
月
17
日・10
月
15
日
・

　

11
月
19
日
・12
月
10
日

　

各
木
曜
日

▼
時
間　
14
時
〜
15
時

▼
場
所

　

県
中
保
健
福
祉
事
務
所

　
（
須
賀
川
市
旭
町
１
５
３-

１
）

　

詳
し
く
は
福
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

福
島
県 

　

   

←

　

ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
ー

　

に
よ
る
内
部
被
ば
く
検
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
検
索

▼
問

　

福
島
県
県
民
健
康
調
査
課

　

☎
０
２
４
‐
５
２
１
‐
８
１
２
９

中
学
校
卒
業
生
の
Ｏ
Ｓ
Ｌ
線
量
計

測
定
の
お
知
ら
せ

　

中
学
校
を
卒
業
し
た
方
の
Ｏ
Ｓ

Ｌ
線
量
計
の
測
定
を
次
の
日
程
で

行
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方

は
Ｏ
Ｓ
Ｌ
線
量
計
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

○
期
間

　

８
月
19
日
（
水
）
〜

　

８
月
21
日
（
金
）

○
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

○
場
所

　

教
育
委
員
会
教
育
課

　
（
役
場
３
階
）

▼
問

　

教
育
課　

学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
６
３
１
０

広　
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健　
康

「
夏
休
み
図
書
館
司
書
体
験
」
を

行
い
ま
す

　

三
春
町
民
図
書
館
開
館
30
周
年

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、「
夏

休
み
図
書
館
司
書
体
験
」
を
実
施

し
ま
す
。

　

夏
休
み
の
３
日
間
、
図
書
館
で

司
書
の
仕
事
を
体
験
で
き
る
イ
ベ

ン
ト
で
、
中
学
生
・
高
校
生
が
対

象
で
す
。
図
書
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー

業
務
や
子
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト

「
ぬ
い
ぐ
る
み
の
と
し
ょ
か
ん
お

と
ま
り
会
」
の
お
手
伝
い
、
本
の

整
備
、
お
す
す
め
本
の
展
示
な
ど
、

様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
し
て
、
人
が
な
る
べ
く

密
集
し
な
い
よ
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

組
む
な
ど
、
感
染
症
対
策
に
最
大

限
努
め
ま
す
。
参
加
者
の
方
に
は

マ
ス
ク
の
着
用
や
手
指
の
消
毒
な

ど
ご
協
力
い
た
だ
き
た
く
お
願
い

し
ま
す
。

▼
日
時　
令
和
２
年
８
月
５
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

   

〜
８
月
７
日（
金
）

　

10
時
〜
16
時

▼
対
象　
中
学
・
高
校
生

　

※
町
外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す

▼
募
集
人
数　
４
名
（
定
員
に
達

　

し
次
第
、
締
め
切
ら
せ
て
い
た

　

だ
き
ま
す
）

▼
参
加
費　
無
料

▼
持
ち
物　
フ
ィ
ル
ム
コ
ー
ト
を

　

か
け
た
い
本
、
筆
記
用
具
、
昼
食

　

☎
6262
‐
３
３
７
５

場　所

日　程

☎０８０-５７４４-０３３４

平日９：００～１７：００　土日祝日・年末年始を除く

☎０８０-４６３３-９７４０

須賀川市保健センター
（須賀川市諏訪町６７-１）

郡山市保健所正面入口
（郡山市朝日2丁目15-１）

毎週月曜、第２・４土曜日
１０：００～１５：００

毎週金曜、第１・３土曜日
１０：００～１５：００

予約受付

広告欄
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※
一
般
の
方
は
、
各
回
３
０
０
円

　
　

が
か
か
り
ま
す
。（
友
の
会
の

　
　

年
会
費
は
１
、５
０
０
円
で
す
）

　

※
感
染
症
予
防
の
た
め
、
各
回
の

　
　

定
員
を
20
名
と
し
ま
す
の
で
、

　
　

申
し
込
み
が
多
い
場
合
は
、
参

　
　

加
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

　
　

す
。

▼
問

　

歴
史
民
俗
資
料
館

　

☎
62
‐
５
２
６
３

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

８
月
21
日
（
金
）
午
後
２
時
か
ら

午
後
３
時
15
分
ま
で
、
三
春
町
保
健

セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
て
、
日
本
赤
十

字
社
に
よ
る
献
血
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

19
歳
〜
64
歳
ま
で
の
体
重
50
㎏
以

上
の
健
康
な
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た

で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
献
血

は
、
誰
で
も
気
軽
に
で
き
る
身
近
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
尊
い
命
を
救

う
た
め
、
是
非
献
血
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

広　
告　
欄

歴
民
友
の
会
の
学
習
会
に
参
加
し
ま

せ
ん
か
？

　

三
春
町
歴
史
民
俗
資
料
館
友
の
会

で
は
、
月
１
回
程
度
、
三
春
の
歴
史

や
民
俗
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で

学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
会
員

以
外
の
方
で
参
加
を
希
望
す
る
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度

は
一
般
の
方
の
参
加
も
受
け
付
け
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
予
定
し
て
い
る
８
月
と
９

月
の
学
習
会
は
次
の
と
お
り
で
す
。

参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
開
催
前
日

ま
で
に
、
歴
史
民
俗
資
料
館
へ
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

■
８
月
学
習
会

・ 

内
容　
民
俗
講
座
「
三
春
の
妖
怪
」

・ 

講
師　
当
館
副
館
長　

藤
井
典
子

・ 

日
時　
８
月
６
日
（
木
）

　
　
　
　

①
午
前
10
時
〜
11
時

　
　
　
　
②
午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
午
後
２
時
30
分

　

※
各
回
と
も
に
同
じ
内
容
で
す

・  

場
所　
資
料
館
研
修
室

■
９
月
学
習
会

・
内
容　
秋
季
企
画
展
「
昭
和
の
三

　
　
　
　

春
〜
写
真
で
見
る
昔
の
町

　
　
　
　

並
み
〜
」
展
示
解
説

・
日
時　
９
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　
①
午
前
10
時
〜
11
時

　
　
　
　
②
午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
午
後
２
時
30
分

　

※
各
回
と
も
に
同
じ
内
容
で
す

・
場
所　
資
料
館
企
画
展
示
室

み
ん
な
の
掲
示
板

▼
問

　

保
健
福
祉
課

　

地
域
ケ
ア
推
進
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
５
１
１
０

手
話
を
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

手
話
に
興
味
の
あ
る
方
、

手
話
を
使
っ
て
障
が
い
の
あ

る
方
の
支
援
を
し
た
い
方
、

手
話
を
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

町
で
は
、
手
話
を
必
要
と
す
る
聴

覚
や
発
話
に
障
が
い
の
あ
る
方
々
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
社
会
参
加
の
支

援
を
目
的
と
し
て
、
手
話
奉
仕
員
養

成
講
座
（
入
門
編
）
を
開
催
し
ま
す
。

　

手
話
は
「
手
や
身
体
の
動
き
・
表

情
」
で
表
現
し
、
目
で
見
て
理
解
す

る
魅
力
的
な
こ
と
ば
で
す
。
聞
こ
え

な
い
人
の
生
活
や
、
関
連
す
る
制
度

に
つ
い
て
も
学
習
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

１　
開
催
期
間

　
　

令
和
２
年
９
月
２
日
（
水
）
〜

　
　

令
和
３
年
１
月
20
日
（
水
）

　
　

毎
週
火
曜
日
（
全
19
回
）

　

※
12
月
30
日
の
講
座
は
あ
り
ま

　
　

せ
ん
。

２　
開
催
時
間

　
　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

３　
場
所　
三
春
町
保
健
セ
ン
タ
ー

４　
受
講
料　
無
料

　

※
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
負
担
（
税

　
　

込
３
、３
０
０
円
）

５　
募
集
定
員

　
　

10
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

　
　

選
に
な
り
ま
す
）

【
ふ
る
さ
と
三
春
町
応
援
寄
附
金
】

　

①
藤
川
隆
夫

　
　
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

　

②
大
塚
一
馬

　
　
（
東
京
都
多
摩
市
）

　

③
橋
元
ヒ
ロ
子

　
　
（
東
京
都
杉
並
区
）

【
一
般
寄
附
】

　

①
村
田
倉
次

　
　
（
三
春
町
大
字
平
沢
）

　

②
橋
本
テ
ク
ニ
カ

　
　

代
表 

橋
本
一
秋

　
　
（
三
春
町
大
字
南
成
田
）

　

③
大
河
原
さ
き

　
　
（
三
春
町
字
清
水
）

　

④
西
山
容
子

　
　
（
福
島
県
郡
山
市
）

【
社
会
福
祉
協
議
会
へ
】

▼
寄
附

▽
物
品

　

①
増
子
忠
一
（
山
田
）

　

②
齋
藤
キ
ミ
子
（
南
町
）

健　

康

み
ん
な
の
掲
示
板 ６　

申
込
期
限

　
　

令
和
２
年
８
月
25
日
（
火
）

▼
申

　

三
春
町
字
南
町
１
番
地

　

三
春
町
福
祉
会
館
内

　

保
健
福
祉
課　

福
祉
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
３
１
６
６

　

℻
62
‐
５
６
７
８

寄
附
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

し
て
い
た
だ
い
た
方
々

（
６
月
９
日
〜
７
月
８
日
）

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

募　

集

7 月学習会は、旧吉田家住宅
（文化伝承館）と紫雲閣を見学しました。

広告欄
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日 月 火 水 木 金 土

1211 13 14 15

16 17

3 54 6 7 8

9 10

1918 20 21 22

23

30 31

24 2625 27 28 29

2

1

21

3～ 4か月児健診
公認心理師の
子育て相談日
心配ごと相談

21

31

心配ごと相談 31

20

おやこ運動遊び
教室
絵本とわらべ唄
人権相談
行政相談
心配ごと相談

20

星を見る会
ままカフェみはる21

18

町営貝山プール
オープン（～8/19）

25

9-10か月児健診 20 おりがみ教室
議会9月定例会
一般質問

20

出前おはなし会
3歳6か月児健診

20

20

1歳6か月児健診 20

心配ごと相談 31

県民の日無料開放
（町体育施設）9

県民の日無料開放
（歴史民俗資料館、
  人形館）9

星を見る会 18

のびのびの日
議会9月定例会
（～9月8日予定）

20

24

お誕生会
こころの健康相談会

20

31

おはなし “あのね ”
公認心理師の
子育て相談日

20

20
31
31

31

草木染教室18

山の日

24

◆ カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されているページ数です。
　 各行事の詳細については、該当ページをご覧ください。

◆ 住民課・税務課窓口延長日　毎週水曜日（午後７時まで）
◆ 施設の休館日は18ページに掲載しています。

8月の行事カレンダー
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人口・世帯数　 

納期限

マーク は、町営バスの運休日です。

町営バス運休カレンダー（８月）

【人権相談】

【行政相談】

【心配ごと相談】

【こころの健康相談会】

●●●今月の相談●●●

▼ 問　住民課 生活環境グループ
　　 　☎ 62-2147　FAX62-5155

○ 町営バスをご利用の際は、お得な回数券・定期
　 券をご利用ください。
　 回数券はバス車内及び役場窓口、定期券は役場
　 窓口でそれぞれお買い求めいただけます。
※ 三春の里コースのみ、年末年始を除き毎日運
　 行しています。
※ 岩江コースは週４日（月・火・木・金）運行
　 しています。
※ スクール混乗コース及び通勤コースを除く朝
　 晩コース５路線は週５日（月～金）運行して
　 います。

運休日：2・9・10・16・23・30 日

８月 医療機関名 薬局名
○ 休日夜間は郡山市夜間急病センター☎024-934-5656

休日診療時間 午前９時～午後６時
（医療機関によっては午前９時～午後５時）

夜間・休日のお医者さん

2日(日) 西山医院
☎62-2473
東部台こどもクリニック
☎81-25809日(日) コスモ調剤薬局

東部台店

のざわ内科クリニック
☎61-150023日(日) ルビー調剤薬局

石塚医院
☎72-216110日(月) ヤナイ調剤薬局

げんじろう調剤薬局30日(日) まつえ整形外科☎81-1222

船引クリニック
☎82-013716日(日) コスモ調剤薬局

船引店

※ 田村医師会では、地域の医療・介護に関してのご意見・ご質問を
　 募集しています。

急病時の問い合わせ先
日曜休日夜間当番医案内
 　☎024-933-4000（自動音声、24時間対応）
福島県こども救急電話相談
　 ☎#8000（固定電話アナログ回線の場合は、☎024-521-3790）
　　　　　　　　　　　　　　　　午後7時から翌朝8時まで

※新型コロナウイルスの症状が疑われる場合は、
　以下の窓口にお電話ください。
新型コロナウイルス相談窓口
帰国者・接触者相談センター
　☎０１２０－５６７－７４７
　受付時間：２４時間（毎日）

令和２年７月１日から、田村地方夜間診療所を再開しました。
受診する際は、事前に必ず電話をしてから受診してください。

田村地方夜間診療所が再開しました
（７月１日から）

〒963－3401田村郡小野町大字小野新町字品ノ木 123
eFAX024-505-4956　田村医師会事務局まで

　8月 ８月
３日（月）
４日（火）
５日（水）
６日（木）
７日（金）
１１日（火）
１２日（水）
１７日（月）
１８日（火）

１９日（水）
２０日（木）
２１日（金）
２４日（月）
２５日（火）
２６日（水）
２７日（木）
２８日（金）
３１日（月）

のざわ内科クリニック
雷クリニック
春山医院
かとうの内科クリニック
東部台こどもクリニック
大久保クリニック
石川医院
三春病院
石塚医院

青山医院
白岩医院
清水医院
のざわ内科クリニック
秋元医院
清水医院
のざわ内科クリニック
まつざき内科胃腸科クリニック
西山医院

当番医療機関 当番医療機関
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　岩江地区教育の強みとは何でしょうか。その問いに答えうる強みは
いくつかありますが、より特徴的な取り組みは次の２つであると考え
ます。
　まず、学校運営協議会を中心とする地域との連携力の強さです。コ
ミュニティースクール化推進の必要性が叫ばれて久しいですが、現実
的に運営協議会を置いて活動できている学校は数多くあるわけではあ
りません。６月上旬に第１回の運営協議会を実施し、コロナ禍におけ
る地域行事の延期、中止、２学期以降にずれ込んだ地域を巻き込んだ学

校行事の確認など ､「地域とすぐ相談できる」体制づくりができた会に
なりました。
　つぎに、岩江地区は小学校、中学校が１つずつなので連携して強化
していけば、成果として具現化しやすいという点です。今年の現職教
育のテーマは小中共に「主体的 ､対話的で深い学び」に関する研究です。
岩江中では特に「教科センター方式を生かした学力向上に向けた取組」
を副主題にしています。数多くある教室施設を有効に使い、また、小

　　　　　　　　　　　　　　　学校との連携を深め、深い学びにつなげていきたいです。

教育トピックス ～ 我が校の教育NOW（岩江中学校編）～

　令和２年度から小学校の学習指導要領が完全実施となりました。小学校３、４年生で外国語活動が
スタートし、新たにプログラミング教育が始まるなど、子どもたちの学びが大きく変わっていきます。
この令和の時代の教育改革は、令和３年度の中学校、令和４年度の高等学校と次々に進められていく
状況です。
　また、新型コロナウイルス感染症対策では、各小中学校で保護者の皆さんや地域の方々のご協力を
いただきながら様々な対応を進めてきました。
　こうした教育改革の現状や、課題への対応、さ
らに少子化の推移等を話題として、地区教育懇談
会を計画しています。６つの小学校区の公民館等
を会場として、多くの皆様との意見交換の場を持
たせていただきたいと考えております。
　詳細につきましては、広報９月号でお知らせい
たします。皆様のご来場をお待ちしております。

地区教育懇談会、行います !

　　　　　　　　　　　　　　　学校との連携を深め、深い学びにつなげていきたいです。授業におけるグループ学習

学校運営協議会


